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開会挨拶 

国土交通省国土技術政策総合研究所 副所長 宮島正悟    

 

 

皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました、国土交通

省国土技術政策総合研究所の副所長をしております宮島と

申します。東京湾シンポジウムの開催にあたりまして、主

催者を代表して一言ご挨拶を申し上げます。本日はご多用

の中、多くの皆様方にご参加いただきまして、誠にありが

とうございます。本シンポジウムは、2000年、平成12年に

第1回を開催しまして、今回は第25回の節目にあたります。

コロナ禍による中断やWEB併用での開催を挟みつつ、四半世

紀にわたりまして開催できましたのも、多くのご支援ご協力をいただきましたこと、そして何よりも

お集まりいただきました皆様方の積み重ねられたご努力の賜物と大変感謝しております。 

本シンポジウムは東京湾の再生に向けて、関係する多様な主体の方々が交流し、より多面的な観点

から議論することを目的として開催しております。東京湾は約3000万人の流域人口を有する経済圏で

ありまして、物流、エネルギー、生産、漁業、レジャー等々、いろいろな役割が東京湾にはあります。

様々な面で首都圏の機能を支える機能を担っております。一方で、かつてに比べると水質が悪化し、

湾内の生物にとって生息環境が過酷なものになっているという現状もございます。そのような背景か

ら、2002年に東京湾再生推進会議が立ち上がり、翌年には第1期の東京湾再生のための行動計画が策定

されました。この行動計画は10年計画でありまして、現在も2023年に策定された第3期の行動計画とし

て更新され、引き継がれ、継続的な取組が進められているところです。また、2013年には東京湾再生

官民フォーラムも立ち上がり、これも様々な活動が続けられているところです。 

今回のシンポジウムでは「沿岸域における海生生物の繁殖に関する研究」という副題で開催をさせ

ていただきます。国土交通省港湾局では、ブルーカーボン生態系を活用したCO2吸収源の拡大によるカ

ーボンニュートラルの実現への貢献や、生物多様性による豊かな海の実現を目指して取組を進めてい

るところです。また、第3期行動計画の中でも全体目標として、「快適に水遊びができ、多くの生物が

生息する親しみやすく美しい豊かな海」という言葉が掲げられております。海生生物が生まれ育ち、

そして増えていくこと、つまり海生生物の繁殖はブルーカーボン生態系の維持という観点でも、この

行動計画の目標を達成するという観点でも不可欠であります。本日は、各分野で長年にわたり環境に

関して活動をされている諸先生方にご講演いただくとともに、ポスターセッションの形で関係する各

主体の取り組みのご紹介もいただきます。いずれも大変興味深いお話が伺えると思いますので、皆様

もどうぞお楽しみいただければと思います。 

このシンポジウムが皆様にとって有意義なものとなりますことを祈念申し上げて、開催にあたって

のご挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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趣旨説明 

国土技術政策総合研究所 港湾・沿岸海洋研究部 秋山吉寛 

 

 

 

 私より本日のシンポジウムの狙いについて説明いたしま

す。 

先ほどの副所長のご挨拶の通り、今年で東京湾シンポジウ

は25年目を迎えることとなりました。2001年に国土交通省

と弊所、国総研が発足してから第1回目を始めまして、そ

こから今までの間に「憩える美しい東京湾」ですとか、

「モデル化」、「官民共働」あと「水環境」、「環境価

値」、「生物」など、様々なキーワードを扱いながらご講

演や議論を行ってまいりました。このように25

年間ずっと続けてこられたのは、これまで東京

湾シンポジウムに関わってくださった方々のお

かげであるというふうに考えております。この

場でお礼を申し上げます。ありがとうございま

す。そして今回ご参加いただいた方達にも感謝

を申し上げます。これから引き続き26年、27年

と続けていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

 そして本題に入ってまいりますが、まず左上

に世界人口の図があります。2024年には81億人

を超えまして、将来的には100億人に達すると

考えられております。このような状況ですと地

球環境に対して人が与える影響力はどんどん強

くなっていきます。ということから、環境に対

して関心がどんどん持たれてきている状況にな
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ってきております。左下の図を見ていただきたいのですが、左下の図には「持続可能性概念の階

層性」というのが書いてありまして、生態系や生物多様性がベースとなっていて、その上に社会

が成り立っており、その上に経済活動がありますという図ですね。 

 「健全な生態系あってこその人なんですよ」というところは昔から変わっていなくて、右側にあ

ります後期旧石器時代のクロマニョン人が描いた絵なんですけれども、この時代に描かれた壁画は主

に野生動物で、主に自分たちの生活に関わる生き物たちを描いてきて、そして3万6000年経って、今で

もやっぱり生態系とか生物多様性がベースになっているところは、私たちの生活に深く関わっている

というふうに考えております。土台のベースの重要性はSDGsでも考えられておりまして、右上のSDGs

ウェディングケーキモデルなどにも反映されております。ということで、私たちは生態系や生物多様

性の健全性のところを、今はちょっと危ぶまれている状況であるとか、懸念される状況でありますの

で、経済社会方向から生態系、生物多様性に働きかけて、健全さを維持した状態で持続的な社会や経

済活動を行っていけるようにしていく、ということを考えているわけです。 

 こうした状況の中で、私たちは沿岸域における自然再生の効果の持続性を図りたいと考えています。

特に沿岸域の自然再生の中で大事なのは、自然

再生した場所に生き物がたくさん暮らしてくれ

ること、そしてずっとそれが持続的に続くこと

によって、左側の表にありますようなさまざま

な効果がもたらされます。こういった効果が得

られることによって、より沿岸域の価値が高ま

ると考えておりまして、そうすると生き物が繁

殖することは大事じゃないかと。そこに対して

自然再生のところで、私たちはまだ知識が十分ではなくて、ここでいろいろな知見を得て、さらに沿

岸域のより良い自然再生のヒントを得たいと考えております。そのため、今年のシンポジウムのテー

マは「繁殖に関わるもの」ということにしております。 

 私たちの調査では、現状の港湾域でもいろい

ろな生物が繁殖していて、このようにいろいろ

な種類の生き物の卵が確認されています。この

状況から、より一層多様な生き物が繁殖して増

える港湾域とか沿岸域を作っていきたいと考え

ております。 

 ここで基質に着目します。基質というのはこ

こに「繁殖基質」と書いてあるんですけれども、どういうところに卵を産みつけているんでしょう

か？というのを理解しやすくするため、階層ごとにまとめる試みをしました。たとえばアマモ場です

と、右上の絵にありますように、そしてアマモの葉っぱの上にくっついているコケムシが三次基質で、

そのさらに上に卵が乗っているという状態で、基質が三層構造になっているんです。 
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 こういった基質構造を整理しますと、ちょっ

と複雑な図なんですが、こういうふうにまとめ

ることができまして、ここから得られる重要な

ポイント、私が特に気にしているのは、この一

番上の港湾構造物のところです。港湾構造物の

ところで繁殖する生き物の卵はどこに産みつけ

られているのかと言いますと、コンクリート表

面に直産みじゃないんです。直接産まなくて、

コンクリート表面で暮らしている付着生物の上が産卵基質になっている。ということから、産卵基質

になるような生き物が付着してくれるような構造を考えないといけない。そしてそれが多様な種類の

付着生物が暮らしてくれる場にならなければ、いろいろな生き物の繁殖場にならないんじゃないかな

ということを考えています。こういったところから新しい技術開発につなげていきたいと考えており

ます。 

 そして今回の講演プログラム、まず講演前

半はこちらの3題です。ご紹介しますと、神奈

川県水産技術センター、高村さんからは藻場

再生のお話。NPO法人海辺つくり研究会の古川

さんからは江戸前ハゼ復活のお話。そして海

洋大の松本さんからは魚の繁殖のお話。この

後、質疑応答があります。 

 後半は日本鯨類研究所の勝俣さんからザト

ウクジラのお話。千葉県水産総合研究センタ

ーの宇都さんから水産生物の繁殖のお話があ

りまして、最後、葛西臨海水族園の三森さん

からトビハゼのお話があります。 

 講演の進め方です。発表は1件20分、終了3

分前にベルが1回、そして終了時にベルが2回

鳴ります。質問は前半と後半3件ずつ、質問を

受け付けます。そして、前半と後半の講演の間

に挟まっているポスターセッションがあります。

ここでは東京湾または沿岸の環境に関する取組

の紹介があります。部門が3つに分かれていま

して、まず市民NPO部門では、NPO法人ESCOT、

藤本さんから波動式湧昇ポンプのお話。ヴォー

ス・ニッポンの関谷さんからは海水温の推移の

お話。そして東京湾再生官民連携フォーラムの
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竹山さんからは多摩川河口干潟のお話がありま

す。そして部門が変わりまして、大学・研究機

関・省庁・地方自治体部門のところからは11件

出ております。まず国環研の児玉さんから底生

魚介類群集の変遷のお話。そして同じく児玉さ

んから東京湾主要魚種の資源水準の変化に伴う

繁殖特性の変化のお話。そして水研機構高田さ

んからは底生生物の群集の20年間の変化のお話。

そして海洋大の中村さんからは稀少鯨類の生態

のお話があります。そして横浜技調の大坪さん

達からは人工干潟のCO2吸収・固定のお話があり

ます。続きまして6件目、千葉大学の佐藤さんか

らフナムシのお話。そして東京空港整備事務所、

床井さんからは東京国際空港の生息場の再生・

創出のお話。そして横国の小林さんからは生態

系サービス、ウェルビーイング、沿岸防災イン

フラと、こういったキーワードのお話がありま

す。そして横浜技調の大坪さん達から東京湾環

境情報センターのお話があります。 

ここで星印がついている方がいらっしゃるん

ですけれども、この方達は今年初めての試みで

若手ポスター賞というのを作りまして、ここに

応募していただいた方達です。 

 続きまして10件目が国総研内藤さんから港湾

堆積物のお話があります。そして最後に理化学研究所、菊地さんから住民意識のプレアンケート分析

のお話があります。 

 そして最後に民間企業部門が7件あります。ここでは水と食とエネルギーにやさしい社会研究所、近

藤さんから竹炭とカキ殻から作られた水のお話。日建工学株式会社、吉塚さんから漁港に関するブル

ーカーボン生態系拡大のお話があります。みなと総研の河野さんからはブルーインフラ拡大のお話が
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ありまして、東京久栄、宇田さん達からはサンゴ

礁、サンゴ群集保全のお話があります。続きまし

て、日本工営の岩倉さんからは藻場成育可能性評

価システムのお話。東亜建設工業株式会社、平尾

さんからは東京湾のアマモ場再生のお話がありま

す。最後にいで株式会社、小林さんからは海洋デ

ータエコシステムのお話があります。 

 ポスターセッションの進め方ですが、まずライ

トニングトークがあります。ここではステージに

上がっていただきまして、発表者には1件あたり1

分間のポスターの概要の説明をしていただきます。

続きましてコアタイムの時間がありまして、会場

の後ろの方にポスターが貼ってありますので、そ

こでポスター発表のコアなお話が聞けるというこ

とになっております。 

 初めて行います若手ポスター賞の説明です。最

優秀賞と優秀賞、各1件を設けております。若手

ポスター賞の応募者は全部で7名です。この方達

にはライトニングトークとコアタイムの口頭発表

を担当していただきます。また、参加されている

皆様には、口頭発表に対して評価をしていただき、

最も優れた発表者にご投票いただきたいと考えて

おります。詳細は別途お知らせいたします。ここ

で趣旨説明を終わります。 
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相模湾沿岸での藻場再生の取り組み 

神奈川県水産技術センター 高村 正造 

 

 

 

神奈川県の水産技術センターの高村と申します。

東京湾のシンポジウムという場所で、最初から相

模湾の話題で申し訳ないですが、自分からは相模

湾沿岸の藻場再生の取組ということで、神奈川だ

けじゃなく、今、日本全国で問題となっている磯

焼けによる海藻、藻場の消失という問題に対し、

どうやって藻場を復活させていこうかと取り組ん

でいるので、その内容についてお話させていただ

きます。 

写真にある通り、神奈川の海、特に相模湾側で

すが、磯焼けが深刻な状態です。今からだいた

い15年ほど前ぐらいから、まずは三浦半島の西

側、東京湾と反対側の海域から磯焼けというの

が始まりました。写真の左側が横須賀市の長井

地先で潜水調査をした際に撮った写真ですが、

海藻です。カジメという海藻の茎だけになって

いる状態なんですけども、藻場としてカジメが

茂っていた場所が、こんな形で茎だけになって

いるというような報告が相次いで漁業者のかた

から寄せられて、調査でもそういう状況が確認され始めました。 

その後、2018年頃、磯焼けが神奈川県の西の海域、相模湾の西の小田原や真鶴のほうに広がり

まして、そこでも急速に磯焼けが進行しました。右側の写真が真鶴の海域で、これは自分なんで

すけど、写っているのは。潜水調査をやっているときに、茎だけになったカジメの藻場というの

が本当に至る所にありました。 

北海道から九州まで、磯焼けって今問題になっているんですが、場所によって原因は様々です。

神奈川の場合は、一番大きな要因と考えているのが魚による食害ですね。あとはウニ。魚とウニ

による食害。あと特に夏場の高水温。海藻ごとに耐えられる水温って違うんですが、神奈川に以

前から生えていた海藻にとって今、夏場の海はものすごく熱くて耐えられないような水温になり

つつあります。あとは大型の台風や大シケで大量に海藻が流出するというようなことが、神奈川

の特に相模湾の海で磯焼けが進行している原因と考えています。 

趣旨説明でもありましたように、海藻はいろんな魚やイカ類が卵を産む場所であったり、稚魚
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が生息する場所であったり、アワビとかサザエの貝類が餌場とする餌場であったり、いろいろな

機能を持っているんですけども、それが今はほとんど神奈川の海で大型の褐藻類、カジメはコン

ブの仲間なんですけども、大型の海藻の藻場はほぼなくなっています。 

場所によってはまだちょっと残ってるんですけど、磯焼けによって特にアワビの漁獲量がもの

すごく激減しております。アワビ以外にもいろいろ影響はあるんですが、とにかく沿岸漁業への

打撃がものすごく大きいという現状です。 

水産技術センターでまとめた最近の藻場面積と、過去に環境省が行った調査での藻場面積の比

較ですが、こちらが1990年代、こちらが2022

年の調査結果ですが、県全体、東京湾、相模

湾を合わせると約半分、半減というのが結果

なんですが、内訳を見ると、東京湾は1%減と

いうことで、藻場の場所は変わってはいるん

ですけども、トータルで見ると面積自体はそ

れほど変わっていないと。一方、相模湾側、

こちら側ですが、8割減ということで、30年前

と比較すると80%の藻場が失われたというよう

な結果となっております。こういったことから、特に著しく藻場が減少している相模湾の海域で、

現在水産技術センターでは重点的に藻場再生対策を沿岸の各漁協や漁業者と実施しております。 

どういった形で藻場再生対策を進めている

かという流れなんですが、まず県水産技術セ

ンターに対して、県内漁協や県内の水産団体

から磯焼けの対策の要望が数多く寄せられて

おります。それに伴って当センターでは海藻

の種苗の生産と、生産した海藻の海域展開の

技術開発というのを行っておりまして、県内

の漁協、あとそこに所属する漁業者とともに

対策を実施しております。 

まずは漁協・漁業者から対策の相談要望が

ありましたら個別に伺って、そこでどういっ

たことをやるか、いつやるか、何をやるかと

いうことを決めて、海藻の種苗を提供して方

法の調整などを行っております。 

現在、当センターで量産している海藻はこ

の2種類がありまして、カジメという海藻と

アカモクという海藻を主に培養育成しており

ます。この他にも試験的に育成している海藻
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はあるんですけども、量産しているのはこの2種類です。 

基本的には作った海藻は県内漁協、あとはそこに所属する漁業者や、県内の市町が行う磯焼け対

策の事業、あとは水産多面活動団体というところが行う磯焼け対策事業に対して無償で提供して

います。逆に言うと、ここに出ているかたたち以外は提供できないというような形でやっており

ます。 

早熟性カジメを使う利点ということなんですが、当センターで今生産しているカジメは、見た

目は完全に通常のカジメなんですけども、特性がちょっと変わっておりまして、現在相模湾では2

例以上の大型カジメ、カジメという海藻自体は寿命は4年から5年ぐらいで、生き残ればものすご

く大きくなる、2メートルを超すような海藻になるんですけども、現在、相模湾ではそういった大

型のカジメはほとんど見られないというような状態です。稀に見られるカジメの藻場として現存

しているのは1年ものの個体ばかりです。 

通常のカジメは芽が出てから成熟するまで1年半ぐらいかかるんですけども、ちょうど左側の図

なのですが、矢印の長さが時間の長さを表しているんですが、成熟するまで持たないんです。魚

に食われ尽くして、成熟するまで残存できないというのが今の相模湾の現状です。途中で食べら

れて全部なくなるので、当然成熟可能サイズまで成長できないので子孫を残せないというような

状況です。 

一方、早熟性のカジメは芽が出てから成熟まで半年から10か月ぐらいの時間で成熟可能な特性

を持っております。通常のカジメとまったく変わらないので、魚やウニに食害はされるんですけ

ども、成熟する時間が半分以上短くなってい

るという特性があるので、それを次世代につ

なげられる確率が高まるということで、当セ

ンターでは早熟性のカジメを藻場再生に使っ

ております。 

この早熟性カジメの人工生産技術自体は、

2021年頃かな、4年ぐらい前から開発に着手

しまして、生産技術と、あとはそれを海に出

す技術の両輪で進めてきております。昨年度

から早熟性カジメの大量生産を開始しました。

作った種苗を活用して、県内沿岸の磯焼けし

た場所での藻場再生を目指しております。こ

れが子嚢斑というものなんですけども、成熟

しているサインなんです。葉長25センチと小

さい状態でもはっきりと成熟している、これ

は今うちで作っている種苗ですが、こんな形

で成熟して、海にすぐに出せるので、種をま

わりに拡散できるというようなメリットがあ
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ります。 

海域展開の方法なんですけれども、主に今示した4つの方法で相模湾で海域展開を行っています。 

1つ目が海藻の畑ですね。土嚢とロープで海の底に畑のようなものを作って、そこで藻場を再生

させるという取組です。もう1つが漁港の岸壁で船が止まっていない場所などを利用して、そこか

ら海藻を差し込んだロープを設置するやり方。あとは左下の、食害防除カゴという、魚に食われ

ないように物理的に防御した箱の中に海藻を敷き詰めて海底に設置するというやり方。あとはス

ポアバッグというやり方で、成熟したカジメの葉っぱを網袋の中に入れて、浮きと土嚢をつけて

船の上からどんどん投げ入れていくというようなやり方です。 

昨年度、これは相模湾で取り組んだ藻場再

生を実際にやった場所を地図上に示していま

す。基本的には各漁業協同組合が主体になっ

てやっている活動や、その他の水産多面活動

団体という団体があるんですが、そこが中心

になってやっている活動があります。量産を

開始しまして、R5年より以前は7か所の取組だ

ったんですが、昨年度から相模湾沿岸の大半

の漁協、漁協数でいうと約9割の漁協が何らか

の取組を開始しました。 

場所によって環境も違えばやる方法も違うので、どこでどういう方法であればうまくいくかと

いうのは、まったく同じ方法だと通用しないので、試行錯誤をしながら、その場所に合ったやり

方というのを、いろいろデータを取っているところです。 

昨年度実施した結果ですけども、主に藻場

造成をやる場合は、カジメの成熟期がちょう

ど今なんです。9月から11月にかけて成熟の

ピークが来るので、その時期になるべく昨年

は沖出し、作った種苗を海に持って行って種

を出させようということを考えてやったので

すが、結果としては秋に出した種苗はほぼ全

滅です。設置してから数日で全部食べ尽くさ

れているというような場所が多くありました。 

秋はカジメが成熟する時期でもあるんですけども、カジメを食べる、特にアイゴという魚が一

番食欲がある時期で、海の中に海藻を持って行ったら途端に食べられるというような状況だった

ので、今年からは秋は海藻の種苗の直接的な設置はしないという形で、昨年度の反省を活かして

実施していく予定です。 

12月以降の水温がしっかり下がってから設置した地点は、今年の7月までは残存していました、

海藻の畑ですけど。ただ8月に、高水温の影響だと考えているんですが、全部焼失したというよう
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な状況です。岸壁からの海藻設置は昨年は4地点やったのですが、11月に設置した地点を含めて、

今年の7月までは全地点残存しておりまして、沖のほうに海藻の畑を作るよりも漁港の岸壁を利用

した設置のほうが食害には遭いづらいというような結果が見られました。ただ、同じように8月に

全部消失したというような結果です。 

魚に食べられないようにした、物理的に防御したカゴの設置は10地点でありまして、シケでカ

ゴが破損した地点以外では全地点で海藻が残存しておりました。ただ、8月時点で全滅ではないの

ですが、残存数は大きく減少したというようなところです。 

スポアバッグは3地点で設置しまして、うち1地点からはカジメの芽が確認できました。 

今年から相模湾のごく沿岸の環境データというのをいろいろ収集をしております。9月までの結

果なんですけども、相模湾で見ると、三浦半島の先端、あと真鶴半島、あとは湾の一番奥、鎌倉

や藤沢、江の島あたりのところと比べると、湾の奥が一番水温が高い傾向が今年は見られており

ます。7月、8月、9月で、赤線を引いた、27度の水温なんですけども、一般に地域や海域によって

も違うんですが、カジメという海藻は27度以上の水温が継続した場合、枯れて死んじゃうと言わ

れていまして、やっぱり湾の奥は、特に夏場はカジメ、昔はこのへんもいっぱいカジメがあった

んですけども、今はカジメが生育するのに厳しい状況だなというのがこのデータからもわかりま

した。 

カジメ以外にアカモクも展開試験をやっ

ているんですが、11月から1月にアカモクの

設置試験を実施した結果、水温17度を下回

る12月中旬に設置した種苗が最もよく成長

して、約4か月で5メートル以上まで成長し

ました。ただ、12月上旬に設置した種苗は

食害で全部なくなって、1月以降に設置した

種苗は成長不良でなくなったので、アカモ

クは設置のタイミングが非常に重要かなと

いうところです。 

今年度の藻場再生の取組内容ですけども、10月から11月、昨年は種苗を沖出ししたんですが、

この時期は種苗自体を設置することはしないで、スポアバッグを大規模にやって遊走子、種のよ

うなものですけれども、それを拡散させ、

12月以降の水温が下がってから種苗を設置

するというようなやり方で進めていく予定

です。 

今後の藻場造成の取組の方針ですけども、

カジメやアカモク藻場の造成の取組と併せ

て、相模湾のごく沿岸の環境データを現在

収集していまして、収集したデータから藻
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場造成の時期や適地、どこだったらまだ可能性があるかというところを検討していく予定です。 

今年の4月からこの環境データ収集調査はやっているんですけども、まだ半年ぐらいのデータな

んですが、相模湾全体で見ると場所によって特徴が今の段階でも結構異なっているなというとこ

ろが見れております。 

カジメを増やせそうな場所では引き続きカジメの藻場造成を継続してやっていきます。ただ、

カジメの生息環境として厳しい場所もあるので、そこでは他の海藻種での対策の検討も必要かな

と考えております。 

カジメ以外も種苗生産・海域展開の試験に取り組んでいまして、アカモクはもう量産できている

んですけども、実験的にヒジキやアラメといった海藻も生育して、それを試験的に海に出して育

てているというようなところです。 

自分からの話は以上です。ご清聴ありがとうございました。 
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江戸前ハゼ復活プロジェクトの今 

 ＮＰＯ法人 海辺つくり研究会 古川 恵太 

 

 

皆さんこんにちは。古川です。先ほど秋山さ

んの東京湾シンポジウムの歴史のスライドが出

たときに、一番左にとてつもなく若い私が写っ

ていて、ちょっと気恥しい感じもしましたけれ

ども、今日は「江戸前ハゼ復活プロジェクトの

今」ということでお話をさせていただきたいと

思っております。 

このプロジェクト、何を目指しているのかと

いうことですけれども、東京湾の環境、今

日のテーマである生物も含めて、今どうい

うことが起こっているんだろうかというこ

とをきちんと知って、それを知るための観

測方法として何か新しいものはないかと探

して、それでハゼが選ばれたわけです。た

だ、ハゼの何をデータとして良いのかとい

うことを少し模索して、そのデータを集め

たときに何がわかるかということを考え、

最終的には政策だったり、事業だったり、

市民活動、私たちがやっている市民活動だ

ったり再生活動につながるような、そうい

う展開ができたら良いなと思って、このプ

ロジェクトを進めております。 

というわけで、今日、千葉県からも水産

の専門家が来ている中で漁業の話をするの

はちょっと気が引けますが、明治から昭和

にかけての漁業の様子というのが東京内湾

漁業興亡史に書かれています。 

たとえば割合でいけば、貝が圧倒的にど

んどん増えてきて、藻類が減ってるみたい

なところがありますし、収獲量で見ると、

昭和の頭と昭和の中頃にピークがあるというような形になっています。その後のデータについて
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は水産統計が整備されましたので、細かく正確に出てくるようになったのですが、どんどん（収

穫量が）減っています。このデータに関しては後ほどご発表があるかなと思います。 

その中で、2021年当時、どれぐらいの種類の魚が取れていたのか、商業的に流通しているもの

じゃないものも含めると700種ぐらいあるとされています。この時点ではまだ刺し網漁業でハゼを

獲っている漁業体がおられると出ていたんですけれども、2007年以降、実は東京都の水産統計の

中にはマハゼの収穫量が0になってしまっています。 

じゃあどうしたら良いか。データを見るのに、遊漁船業組合さんが毎月、何の釣り船が出てい

るのかをまとめた統計を発表していただいています。それを1977年から2020年近くまでのデータ

を並べてみました。山が1個出ているのですけど、これは実は屋形船の乗船者数です。気をつけな

きゃいけないのは遊魚船の船に乗った人の数なので、釣った数ではない、資源量ではないのです。

けれども、釣り人の人たちは非常に正直で、釣れない船には乗らないということで、この割合が

大きいというのはその魚が釣れていたんだろ

うと（想像されるわけです）。 

ハゼの船に乗った人、シロギスの船に乗っ

た人、カレイの船に乗った人に色をつけてみ

ますと、ほぼほとんどのところが塗りつぶさ

れる。もちろんアジ、サバ、アナゴ、フッコ、

イシモチ、いろんな魚が釣れるわけですけれ

ども、ハゼ、キス、カレイが江戸前の釣り物としてとても注目されている、主流になっていると

いうことがわかります。 

これは実は1年間の平均の客数をそれぞれ、

青い線がシロギス、橙の線がカレイ、灰色の

線がハゼと。冬場にカレイを釣って、夏に入

る頃からシロギスを釣り始めて、秋の声が聞

こえたらハゼを釣る。1年間順番に釣っていく

わけです。これがだいたい1980年代ぐらいの

状況でした。 

5年後、少しカレイを釣る期間が延びてきたとか、その季節季節で釣れるものがちょっとずつ変

わっていく。さらに5年経って2000年代に入ってくると、カレイがあまり調子が良くなくなってき

た。さらに5年経つとハゼも釣れなくなってき

た。2020年代に向かう時には、かろうじてキ

スが釣れている。ですから、ずっと減ってき

ているハゼに注目していろいろデータを調べ

てみたら良いんじゃないかと。 

ただ、気をつけなければいけないのは、こ

のグラフ、最大値が違うんです。基準化され
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ていない。一番多かったのは1990年前後の1万尾が最大数になっているところですけれども、ちな

みに一番最初のグラフと最後のグラフをちょっと大きくして見てみると、先ほど申し上げたよう

に、最近カレイとハゼが悪い。だけど、同じメモリで書くとこんなになってしまうのです。だか

ら、決してシロギスが残っているというわけではなくて、これもまた非常に厳しい状況になって

いるのです。 

一番釣れていた頃はこんな感じで、澤田さんの写真を借りてきて、こういう発表をする時にほ

ぼ毎回お見せしているのでご覧になったかたは多いと思いますが、その当時は1シーズンで乗った

人数、釣った数を掛け合わせると1億尾のハゼ

が釣れていた。それが20年経って1000万にな

り、さらに20年経って100万になる。20年ごと

に10分の1に減っていっている。なので、これ

を何とかしなきゃいけないということで、最

初に宮島副所長からのお話もありました、東

京湾の再生のための行動計画が進行していく

中で、ハゼの復活というのを、ひとつ自主的

に位置付けて取り組もうじゃないかと。まず

どこに棲んでいるのか探して、それを再生す

るためにどうしたら良いか考えて、きっとそ

れはハゼの棲家を作っていくということにな

るのだろうということで、当初は研究者と行

政の人、企業の人が集まって、自主的に釣り

をしてハゼを集めて調査をする。国総研の中

でもハゼの耳石を取って、その中の成分から

「このハゼは海水にいたのか、淡水にいたの

か」ということから、ハゼたちがどんなふう

に東京湾を泳ぎ回っているのかというのを調

べたり、遺伝子解析でどれぐらい混ざってい

るのかなんていう基礎研究を進めました。 

ただやっぱりデータが足りない。残念なが

ら先ほど申したように、2007年から商業的な

漁業としてはハゼが釣れていないということ

なので、2012年から市民の人たちに協力を願

おうということで、ハゼ定規といってハゼの

大きさを測る定規をつくり「これをお渡しし

ますからハゼのデータを送ってください」と

いう調査を始めました。 

第２５回東京湾シンポジウム

-18-



翌年2013年からは東京湾の一斉調査の一

部として、さらに2020年代ぐらいからはWEB

サイトを開設して、データをスマホから送

れるようにしてというようなことでデータ

を集めてきました。 

実は22回の東京湾シンポジウムの時に発

表させていただいて、この当時は2021年ま

でのデータだったので、計測ハゼ数としては

じめは2000尾に達するか達しないか、最後の

ほうで1万尾を超えるようなデータになってき

ていました。 

そういうデータを見てみると、東京湾の中

で、左上に東京港周辺が書いてありますけれ

ども、湾内の深場のところで港湾になってい

るところ、運河の中、さらには河口域にある

浅場みたいな、いくつか棲み処として利用する場所の色合いが違ってきます。 

それがその月々で、季節でどういうふうに使われているのか。従来から言われているのは、深

場のところに、星印がありますけども、ここで産まれる、産卵行動をする。それが運河だとか河

口域に遡ってきて、で、秋口にまた深場のほうに戻っていく。この往復の経路で一生を終える。 

だいたい東京湾のハゼ、1950年代には半分ぐらいは1年生で、半分ぐらいが2年生と言われてい

たのですけれども、我々が調査を始めた2010年ぐらいの時に調べたところ、ほとんど2年生がいな

くて、1年でライフサイクルを終えるというようなことになっていました。 

きっとあるものはこういう浅場のほうに入

っていって戻ってくるというようなものもい

るのだろうと。ただ、データを見ていくと、

どうも遅生まれのハゼがいる。4月、6月ぐら

いに生まれてくる。それも深場だけではなく

て、どうも運河の中で生まれているのではな

いかということが見えてきて。ずっと運河の

中で生まれて繁殖をしていくグループもいれ

ば、運河と深場を行ったり来たりしているの

もいるのではないか。これをよく調べるため

にはコホート解析といって、魚なので全長で

調べているんですけれども、縦軸が上が0で、

下が大きいほう、一番下は400ミリ。400ミリ

のハゼって見たことがないのでこのグラフは
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ちょっと大袈裟かもしれませんが、釣った数のハゼの大きさを小さい順に並べてプログラムで、

その中にいくつの山が入っていますか？というのを分類しました。すると、青い線だとか赤い線

で山がいくつか中に隠れているのが見えてきます。これをコホートといって、これを追跡してい

くと、その生まれ月のハゼがいるのかいない

のかというのが見えてくる。たとえば2021年

のコホート、すごくわかりやすいのですけれ

ども、ここに小さな山がありました、6月の段

階で。7月になってちょっと大きくなって、8

月9月には見えなくなったのですが、10月、11

月、12月とコホートが大きく残っていること

がわかる。これは早生まれの群が、1年前の6月に生まれた群がずっと残っていて、ここにいるん

だろうというようなことが見えてくる。 

こういう解析をした結果、たとえば釣り人さんに記載していただいたグラフでは、1940年代に

はだいたい2つの大きな系群に分かれていた。いわゆるその年生まれのデキハゼと、前の年からい

るヒネハゼというような、ちょっと大きいやつがいる。 

ただ、最近のこの時点でのハゼの棲み処調査の中で見ていると、その系群がいくつもできてい

て、どうもある季節だけではなくて、いろんなサイズの魚がいろんなタイミングで釣れるように

なってきたということがこの時点では見えてきました。 

いよいよ今回ご発表する部分ですけれども、後半の5年間の変化を改めて見ていただこうと思っ

ております。赤い丸で書いてあるのが計測ハゼ数で、2020年からのデータを見ていただきますけ

ど、その時点ではだいたい5000匹ぐらいのデータから始まっています。なのであまり細かく分析

ができなかった。 

これから見ていただく図は、先ほどと同じ

ように縦軸は全長で、小さいのが上、20ミリ

ですね、2センチぐらいのハゼがいて、一番下

が210と書いてあるので21センチ。それぞれの

月ごとに皆さんから送られてきたデータの中

にハゼが何匹いたのか、そちらからは数字が

読めないと思いますけれども、色がついてい

るところが少し数字が大きくなっているところです。冬生まれの標準的なライフサイクルを持っ

たものがここら辺にいます。遅生まれの群がいる。前の年生まれの、いわゆるこの年にとっては

早生まれの群がここにいる。データ数が1万を超えた2021年のデータだと、そのコホートが、これ

はザクッと書いてあるように見えますけれども、先ほど見ていただいたようにコホート分析をし

て、ピークがあるところをつないでいます。緑色のところがいわゆる標準的なライフサイクルの

もの。遅生まれと早生まれが、これぐらいの月に生まれたのじゃないかということが推定できる

ようになってきました。 
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こちらの2020年の時にはまだデータが少な

くて山がなだらかなので、遡った時に、こう

いうふうに延長していって、ちょっと傾きが

違っちゃうとだいぶ生まれ月が変化するので、

確からしいことは言えないです。それが少し

ずつ確からしく言えるようになってきたので、

こんなふうに幅はありますけれども、生まれ

月の推定ができるようになりました。 

次の年、22年には標準生まれ、1月生まれ3

月生まれがこんなところにいる。遅生まれの6

月生まれがここにいる。早生まれの、前の年

の11月生まれがいる。似たような図がずっと

続くので。まとめた表を最後にお見せします

ので、雰囲気を見ていただきます。早生まれ

の群が2つ見える時もありました。それが2023

年度。24年度のデータはここが標準の生まれ

月。4月だとちょっと遅めかなという気もしま

すけれども、この年は4月生まれ、5月生まれ、

7月生まれ、ずっとのべつ幕無し加入してくる

というような状況でした。 

今見ていただいた5枚の図をまとめた表です。

メインのところを見ていただくと、2020年度はあまりきちんとしたことは言えませんでした。た

だ、遠目にこの数字を見ていただくと、メインになっている生まれ月が少しずつ遅くなっている

のかなというのが見えるような気がします。これがこの4、5年の変化なのか、もっと長いスケー

ルの変化が起こり始めているのか、温暖化の影響なのか、そんなことがもうちょっとわかってく

ると良いなと思っています。 

おもしろいのは、その年度の遅生まれは実は次の年度の早生まれにつながっているはずなので

すが。見てみると、21年度の遅生まれは6月から8月。だけど22年度の時に釣られた遅生まれのぶ

んは11月しかいなかった。どこかに行っちゃっているのです、この6月、8月生まれのやつが。同

じことが22年から23年の時も起こっています。 

どうも我々がというのか、皆さんと一緒に

集めたデータの中で、この遅生まれの群が次

の年までどこにいるのか、またいなくなって

いるのかというのがよくわからないというの

と、早生まれの群が前の年にはどこにいたん

だろうというのが見つけられていない。ミッ
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シングリンクみたいな状況が起こっています。 

まだデータを集めている最中なので図は描いていないのですけど、2025年度、今年度に関して

は、当初早生まれの群もいて、大きなハゼも釣れて、好調な出足だったんです。ただ、9月に入る

と大きな台風が来て、降雨があって、壊滅的な打撃を色々なところで受けてしまいました。でも

その中で残っているところが何か所かありました。多摩川の河口もそうです。江戸川の放水路も

そうです。そういうところを探して、丁寧に拾っていくと、ここのミッシングリンクがもしかし

たら見えてくるかもしれないということで、今データが集まるのを楽しみにしているところです。 

そういったデータを集めるということだけではなくて、データを集める人を潜在的に増やして

いこうということで、小学生たちにハゼ釣りの体験をしてもらったりしています。実はこの朝潮

運河というのが先ほど申し上げた9月の台風の影響をもろに受けて壊滅したところで。総勢150人

のちびっ子釣り人が頑張ってくれたのですけども、1匹もあがらなかったという悲しい事態でした。 

ハゼの話としては、東京湾でもハゼが減ってきました。全長データを取ることでいろんなこと

がわかりそうです。コホート解析をしたりして、移動を推定するような手法を確立すれば、遅生

まれとか早生まれがつながるかどうか。もしかしたら新しい生息場が見つかるかもしれない、そ

んな予感がしています。なかなかこういうものは科学論文にはならないので、WEBで発信したり、

雑誌に取り上げていただいたり。それの結果がモニタリングだとか、浅場作り、子供たちとの活

動みたいなことになって、里海作りにつながったら良いなと思っているところです。 

そういう里海が東京湾の中には潜在的にいっぱいあります。東京湾漁業研究所の石井さんたち

の示唆から啓発されて、東京湾岸をグリーンベルトでつないでいこう、こういうところが生息地

になっていったら良いなと思っています。ただ、そのためのツールが必要かなと思って、今実は

新しい研究にチャレンジしています。市民参画を推進して地域の取組を進めるために環境を見え

るようにしよう。ハゼ、釣ってみないとわからない、だけじゃなくて、どこにハゼがいるのだ、

どこにどういう生物がいるのだ。それを見せるためにはきちんとしたシミュレーションをする必

要があります。そのために流れだとか生き物だとか、検証をするためのデータだとかを集めなき

ゃいけない。 

そういうことを東京湾全体、大阪湾全体ということではなくて、その中の拠点になっているよ

うな場所場所で進められないかというようなことを考えていて、東京湾では京浜運河、また朝潮

運河等々の東京湾内港と盤洲干潟で先行して、こういう取組をしています。 

私からの話題提供は以上です。あり

がとうございました。 
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魚たちはどうやって子孫を残すのか？―海中で繰り広げられる繁殖ドラマ 

東京海洋大学 松本 有記雄 

 

 

お願いいたします。東京海洋大学の松本です。

このシンポジウムの趣旨にちゃんと合っているか

どうかちょっと不安なんですけども、私は今日、

魚の繁殖生態といったものがおそらく多くの人た

ちが想像しているよりも多様なんだよという話を

少ししたいと思います。 

まずこの発表で皆さんに覚えていて欲しいとこ

ろは、魚類の繁殖生態といったものが我々哺乳類

と違う部分もあるし、似ているような部分もあり

ますという話をしていきます。 

いろいろあるんですけども、私が研究をしてい

る範囲の中で言うと、魚類の繁殖生態の中でひと

つ人というか哺乳類と違うところはオス親による

子の保護がかなり見られます。哺乳類の場合はメ

ス親が保護することが多いです。あと戦略的に性

転換をするということがあります。そういった生体

を備えています。 

あと、これはちょっと人と近いところかなと思う

んですが、人は体の色は変わらないですけども、魚

類、体色変化をすることで、もしかすると、これは

私が今研究をしているところなんですけども、我々

の表情のような体色変化が情報伝達の機能を持って

いるんじゃないかという話をしていきます。 

魚も適当に繁殖をしているわけじゃなくて、

我々が配偶者を選ぶかのように繁殖相手を選

びます。そういった話をしていきます。 

こういった生態があるんですけども、その

原因の根底にあるのは、ひとつは魚類が体外

受精の種類が多いといったところであったり、

性様式、性の決定様式といったものが環境と

か社会的な環境によって決定されるとか、あ

と卵の種類。皆さん魚を思い浮かべると水中
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に向かってパッと産んで、その卵が波に運ばれていくみたいな想像をされるかもしれないですけ

ども、岩の裏に産んだり、そういったタイプもいます。あと、魚はわりと認知能力が高いといっ

た話もしていきます。 

まず子を保護する性というところで話をしていきます。体内受精の場合、メスの中に受精卵が

あります。これは動物というか、動物の進化を考える上で、ちょっとドライなことを言うんです

けども、基本的にオスもメスもできるだけ自分の遺伝子を多く残したいというふうに行動を進化

させています。子供を世話するというのはエネルギーも時間もかかります。なのでその間、新し

い子孫を残すことができないわけです。 

体内受精の種の場合はメスの体の中に受精卵があるので、オスはそのメスを置いて新しいメス

のところに行って新しい繁殖を試みます。 

一方で体外受精の種の場合は受精卵が体の外に出ているわけです。こうなった時にどっちが世

話をするんだという話になった時に、オスにもメスにも子供を世話しないといけないといったよ

うなことが起こるわけです。性的対立と専門用語で言うんですけども、こういった性的対立が起

こっていて、魚類の場合はオス親が卵の保護をすることが多いです。これはなぜかというと、オ

スが縄張りを持っていて、そこにメスが来て産卵をするタイプが多いので、オスはその縄張りに

留まることが多くて、結果的に卵の保護を担当するといったことが多いです。 

こういう形でメスが妊娠、授乳するような哺乳類とは違って保護する性が多様化しています。

オス親保護もいるし、メス親保護もいるし、

両親保護といったものも見られます。 

こういった魚は実は沿岸域の魚でかなり

多く見られます。今から動画を映しますけ

ども、これは何をやっているかというと、

クモハゼという沿岸で、タールプールでよ

くいる魚なんですけども、こういったハゼ

科魚類であったり、スズメダイの仲間だっ

たり、ギンポの仲間はオス親が子供の保護

をします。今オスは何をやっているかとい

うと、巣の中に卵があるので、巣を頑張って

掃除して、今胸びれをあおいでいますね。巣

の中で卵が酸欠にならないように卵の保護を、

ハッチするまでやります。ちなみにハッチす

るときには口の中に入れて稚魚を巣の外に出

してやるといったようなこともします。 

今、保護の話をしたんですけども、魚類の

性決定という話をしていきます。私たちみた

いに遺伝的に決まっているというような種類
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もいるし、最近の研究で、よく温暖化の研究で言われるのは環境的に決定する場合もあると。温

度が高いと、小さいときには性が決まっていないんだけども性分化していくといったようなタイ

プもあるし、私の研究分野の中でよく研究されているのは、社会的な、個体間の関係性で性が変

わるといったタイプがあります。 

性転換という現象なんですけども、これはな

んで変わるのかというと、さっきも言ったよう

に、動物というのは自分の子孫をより多く残す

ための行動だったり、形態を進化させています。

性転換のパターンはいくつかあって、ここで話

をするのは雌性先熟と雄性先熟の話をしていき

ます。 

もうひとつ、両方向性転換といって、メスか

らオスになって、さらに状況が変わるとオスか

らメスに戻ると。状況に応じてどんどん性を変えるというパターンもあります。 

説明をしやすい雌性先熟と雄性先熟の話をしていきますけども、雌性先熟というのは文字の通

りメスとして生まれてきて、成長、体のサイズが変わったり年齢が変わると性転換をするという

タイプです。小さい時にはメスとして繁殖をする。メスとして繁殖するのはなぜかというと、メ

スとして振る舞うほうがより多くの子供を残せるからです。ある体サイズに到達するとオスに性

転換をして繁殖をし始める。大きくなったらオスとして振る舞うほうがたくさんの子供を残せる

からそういうふうになるわけです。雄性先熟はその逆のパターンです。オスとして生まれてきて、

大きくなったらメスとして振る舞うほうが良いんだというパターンですね。 

雌性先熟がどういった魚で見られるのかとい

うと、これは魚の中でよくある配偶パターンな

んですけども、大きなオスをメスが繁殖相手と

して好む。もしくは大きなオスが小さいオスを

自分の縄張りから追い出して、自分の縄張りの

中のメスを独占してしまうような一夫多妻の配

偶システムにおいて、こういう雌性先熟が進化

しやすいです。つまり小さい時にオスとして生

きていても、全然子供を残さないわけです。そ

ういった場合には、小型の時はメスとして、成長するとオスとして振る舞うことで繁殖成功が高

まり、より多くの子供を残せる。こういった性転換の様式が進化しやすくなります。 

逆に、スライドがないですけども、雄性先熟の場合はどういう形態で進化しやすいかというと、

繁殖に必要な縄張りになりそうな場所が狭くて、一夫一妻の配偶システムしか取れないような場

合に、小さい時はオス、大きくなってたくさん卵を産めるようになるとメスに性転換するという

パターンが見られます。 
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この雄性先熟の魚は私たちの研究室で研究している魚の中で言えば、オハグロベラが該当しま

す。これも非常に沿岸で見られる、ダイビングをすると簡単に見られるような魚です。 

こちらのA-1と書いてある上の写真がメス

です。成長してオスになると別の魚なんじゃ

ないかというぐらい変わります。色が黒っぽ

くなって、黄色のラインが入っているような

形になって、背びれの第一曲も伸長するとい

ったような姿に変わります。 

実際に捕まえてみて、解剖して生殖腺を観

察すると、小さい時には、白いバーがメスな

んですけども、メスがいる。だんだん大きく

なってくると、メスの姿をしているんだけど

精巣を持っているとか、そういった個体が出てきて、もっと成長して体が大きくなる、TLという

のはtotal lengthなんですけれども、大きくなるとオスしか見られないといった性転換の様式が

見られるわけです。性転換の話をしてきました。 

次の話は最近私の研究室で研究をしている魚類の体色変化の話をしていきます。体色が変わる

というのが非常に速く変わります。数秒ぐらいで変わります。どういう変わり方をするかという

と、体が黒っぽい状態から白っぽくなる。白っぽい状態から黒っぽくなるという変化が見られま

す。 

なぜというか、生理学的な部分という話をしていきますけれども、そもそも何で体色が変わる

かというと、ウロコに色素があります。色素胞というものの中に黒色の色素があります。この黒

の点々が黒色素なわけです。この黒色素が色素胞の中で広がったり、拡散したり、凝集して1か所

に集まったりすることで体色が変わっているように見えます。広がっていると遠目に見ると黒の

面積が広いので体色が黒く見える。凝集していると面積が狭くなっているので体が明るく見える、

白っぽく見えます。 

実際にこの写真がウロコの顕微鏡写真な

んですけども、拡散しているところはバッ

と黒が広がっていて、凝集しているところ

は黒の点となっていると。 

私がこれになぜ興味を持ったかというと、

そもそもこれが神経系でコントロールされ

ていると。もう少し具体的に言うと、交感

神経が優位になっている。つまり戦ったり、

戦って負けて逃げなきゃいけないみたいな

時に交感神経が優位になります。そうする

とアドレナリンが出るわけです。アドレナリンが入った溶液にこのウロコをつけると、色素が凝
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集してウロコの色が白っぽくなる。逆に副

交感神経が優位になる、リラックスしてい

るような状況において、色素が広がって体

が黒っぽくなるというようなメカニズムで

動いています。 

ということは、この論文を読んだときに、

もしかすると体色変化というのは情動、つ

まり私たち人における情動みたいなもの、

喜んでいるとか、怒っているみたいなもの

とリンクしてるんじゃないかというふうに

考えたわけです。魚類の表情として体色が

機能しているんじゃないかなというふうに

思いました。 

実際に今何をやっているかというと、魚

の体色がどういう時に変わるのかというの

を調べています。これはさっきのオハグロ

ベラです。オハグロベラの今ふらふら泳い

でいるのは、下の海藻にメスが隠れていて、

そのメスに対して求愛をしている様子です。

写真を見るとオハグロベラのオスというの

は黒色の状態でメスに対して求愛をします。

この黒がオスですね。白っぽくなっている

のがメスです。この黒色というのが、求愛

をする時はこういう状況なんですけども、

メスを囲っている縄張りを争ってオス同士

で戦っている時に白っぽくなります。どう

しても調査が夕方なので色が見にくいんで

すけど、これはオス同士で口を開き合って

喧嘩をしています。エスカレートしてくる

と上に上がったりして噛みつき合ったりす

ると。こういった形で日々、繁殖期間中は

何回も喧嘩をしているわけです。 

説明が遅れてしまったんですけども、さ

っきの動画の最初と最後のほうの写真をキ

ャプチャーしたものです。闘争を開始した

時は体が黒っぽかったんだけども、さっき
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みたいに噛みつき合うようなエスカレート

が起こると体の色がどんどん白っぽくなっ

てくる。さっきの動画の短い期間にも色が

変わってしまうというような現象が見られ

ています。これを学生に聞いたら、どうも

勝敗がついて負けると負けたほうは白くな

りますと言っていました。 

こういった体色変化がどういう状況で見

られるかをずっと最近いろんな魚を見てい

るんですけども、これも本当に潮だまりの

近くにいるような魚ですけども、ヘビギン

ポという魚もオスは繁殖をする時、求愛を

する時に体が真っ黒になっている。メスは

顎の下が赤くなる。産卵をする直前にこう

いう色になります。でも普段はどういう色

をしているかというと、皆さん見えている

かどうかわからないですけども、背景に溶

け込むような白っぽい、茶色っぽい色をし

ている。繁殖の時にこういう色になる。 

実際、アドレナリンを投与したり、アド

レナリンをブロックするような操作をしてやると、オスはアドレナリンを抑えてやると黒くなる、

メスは赤くなる。逆にアドレナリンを打ってやるとオスもメスも白っぽくなります。おそらくこ

れは体色が黒かったり赤いというのは異性に対するアピールなんだろうと考えられます。 

ちょっと繁殖から離れてしまうんです

けども、最近発見した現象としては、ク

リーニングをしてもらう時に魚の体色が

変わるという話です。見ていただきたい

のはクリーニングの様子です。クリーニ

ングというのは魚が寄生虫をクリーナー

フィッシュ、ホンソメワケベラに取って

もらうことがあるんだけども、その時に

体色が黒っぽくなるという現象です。 

これはコブダイなんですけども、体の

下半分が白っぽい。今来たやつですね、こいつがクリーニングしてもらう時に、今、ホンソメワ

ケベラが来たんですけども、クリーニングをしてもらう時に、さっきお腹が白かったものが黒っ

ぽくなっている。写真で見た方がわかりやすいんですけども、お腹側が白っぽいんだけども、ク
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リーナーフィッシュにクリーニングを開始

してもらうと、お腹側が黒っぽくなるとい

うことが見られる。要はリラックスをする

ような場面において体が黒っぽくなってい

て、情動を伴う多様な場面において体色変

化がさまざまな使われ方をしているんだと

いうことがなんとなく見えてきています。 

繁殖においては高揚感とか幸福感が高い

時には副交感神経がおそらく優位になって

いて、それが体色として表れている。戦っ

ている時、戦わないといけないとか、負け

そうだから逃げないといけない時に体が白

っぽくなる。リラックスしているような時

には体が黒っぽくなるという現象が見られ

るわけです。 

最後にまた別の話をします。これはセダ

カスズメダイという、これも沿岸の岩礁に

棲んでいる魚です。この魚は自分の縄張り

を持っています。縄張りを持っていて、何

を守っているかというと、自分の餌になる

ような、短く生えた藻類を守っています。守らないといけないので、いつ繁殖をするんだ？とい

うと、他の食植性魚類の活性が低い、日の出前後、ほぼ日の出前に繁殖をします。 

日の出直後なので画像が見にくいんですけども、こうやってオスが繁殖縄張りを持っているの

で、そこにメスが行って卵を産みます。この時に相手を選ぶわけです。いつ選んでいるのかとい

うと、産卵する日じゃなくて、どうも産卵しない日に、その2、3日前ぐらいから自分の縄張りを

離れてうろうろし始めます。朝方うろうろするわけです、メスが。これもちょっと見にくいんで

すけども、今泳いでいる魚が見えますかね？根に沿ってオスを探しに行くわけです、魚は。後で

ビデオを見たいかたは声をかけてください。 

この行動をずっと追いかけているとおも

しろいことがわかって、こちらの写真を見

てほしいんですけども、黄色いところはい

わゆる根になっている。傾斜があって、私

たちが実際にダイビングをするときに目印

にしているような部分に沿って、どうも魚

も一緒に泳いでいると。その距離も数メー

トルとかじゃなくて50メートル近く離れた
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場所に行って、オスを見て回ってまた

戻ってくる。生む日には直行でそっち

に行って産んで戻ってくるといったよ

うなことをやっています。どうも道を

覚えているんじゃないかなと今は考え

ています。 

ということで、早足になってしまっ

たんですけども、魚類の繁殖生態は単

純だと思われがちなんですけれども実

際には多様だし、私たちが思っている

ような想像を超えてくる部分もある。

人と似ているところもありますというお話でした。以上となります。 
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質疑応答① 

 

 

秋山：松本さん、ありがとうございました。ここからは

質疑応答に入ります。ご講演いただいたかたたちにはス

テージ上手の演台前の椅子までお越しいただいて、お掛

けいただきたいと思います。高村さんはもういらっしゃ

らないですかね？高村さんはご都合により帰られてしま

いましたので、古川さんと松本さんにお願いしたいと思

います。ステージの上にお上がりください。それではお

2人のご発表に対して質問のあるかた、いらっしゃいま

すか？質問のあるかた、挙手でお願いいたします。 

 

尾島：東京港水中生物研究会の尾島と申します。今日は

ありがとうございました。古川さんに質問なんですけれども、マハゼの釣り調査を行っていらっ

しゃるんですが、たとえば釣りが禁止の部分も港内はあると思うんですけれども、そういったと

ころでのハゼの繁殖活動、あるかもしれないみたいなところも想像できると思うんですが、そう

いうところはどういうふうに処理というか、考えていらっしゃるかお聞かせ願いたいのですが。 

 

古川：ご質問ありがとうございます。悩ましいところです。ひとつは船でアプローチできるので

あれば、陸側からの立ち入りができないために釣り場になっていないところに関しては船で立ち

入ることができるので、なるべく小さい船を使ってアプローチすることもできるかなと思ってい

ます。また、釣りができないところに水中生物研究会の皆さんのようにダイビングをして調査を

されている人たちから情報をいただいたりということもできるかなと思っています。 

今、候補地として港湾施設みたいなところだとか、運河みたいなところ、実際に商業、海運な

どで使っている場所の海底の隅のほうに、たとえばちょっと砂が集まっている、石が積まれてい

るみたいなところが繁殖地だったり、生活の場所になっている可能性もあると思ってるんですけ

ど、なかなかそういうところには立ち入れなくて、悩ましいなと思っています。 

まわりを攻めていくと残されている場所が浮かび上がるんじゃないかなと夢見て、なるべく多

くのかたに多くの場所でいろんな釣りをしていただけたら、どこらへんを狙っていったら良いの

かがわかりそうだということと、それがわかってくれば今度は行政の人、いわゆる管理者の人、

もしかしたら企業の人かもしれません、岸壁を守っている方々にお願いをして、「調査をさせて

もらえませんか？」というような次の展開ができるかなと考えているところです。 

 

古川：すいません。壇上から松本先生にご質問を。先ほど、交感神経が活発になると白っぽくな
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って、逆だと、落ち着いてくると黒っぽくなる。ハゼの調査をしている時に逆の現象を僕らはよ

く見るんです。釣った後、上がった直後でバシャバシャしていると、たとえばチチブなんかも真

っ黒になっていたり、ハゼも少し黒っぽい色になって。しばらく落ち着いてくると色が抜けてく

る。交感神経と副交感神経で色が黒くなったり白くなったりするというのは魚類全体の汎用的な

傾向なのか、種ごとに違いがあるのか、何か今の段階でわかっていることはあるでしょうか？ 

 

松本：私も同じようなところを捕まえたときに見るんですけども、ひとつ、体色が真っ黒になる

というのは副交感神経だけの作用じゃなくて、ちょっと難しい話ですけど、アドレナリンが出き

った後に、今度はアデノシンが出て、それが作用します。なので、興奮しきった後にさらに真っ

黒になるという現象は私もよく見ます。さっきの体色といわゆる交感神経・副交感神経の関係は

基本的にはかなり一般的に見られます。ただし魚種によっては反応が逆なんじゃないかというよ

うな報告もあります。 

 

久田：国土交通省関東地方整備局の久田です。お二方とも興味深いお話をありがとうございまし

た。松本さんに質問がありまして、最後のスライドで魚が道を記憶していると書かれていて、素

人質問になってしまうんですけど、魚の動きはどうやって見られている、計測されているんです

か？ 

 

松本：今回の方法は私と学生がシュノーケリングで観察をしているんですけども、その時にGPSを

水面で引いて追いかけています。だから魚の後を追いかけて、さっきの移動経路を取っています。

他の方法はたとえば魚類のほうに超音波発信機をつけて追跡するという方法もあります。 

 

久田：最後のスライドの右側のカラフルな図みたいなものも、その結果を表したもの？ 

 

松本：そうですね、はい。 

 

今井：神奈川県栽培協会の今井と申します。古川さんにお尋ねしますが、釣り客の数と平均釣果

から推定したマハゼの量が、このグラフを見ると1970年代から90年代が安定して、さらに90年代

から1桁減っているという状況なんですけども、この減少要因、1970年から80年というのは、沿岸

の浅海域の開発が落ち着いた頃だと思いますけども、さらに落ち着いた状況の中で、1990年以降、

また1桁減ってきていると。先ほどの浅場と運河と港内、それから深場という棲み場の大まかなカ

テゴリーの中で、どういうところでこの減少要因と言いますか、そういう環境変化が起こった、

物理的な面積の減少なのか、それとも他の要因なのかということを、考えておられることを伺い

たいと思います。それによって今後の対応が大きく変わってくると思いますので、古川さんのお

考えを伺いたいと思います。 
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古川：ありがとうございます。とても核心を突くご質問だと思います。あくまで私の今の考えと

いうか、この研究を進めるときに思っていたことを述べさせていただきたいと思っています。 

最初の東京湾の中のハゼがどれぐらい動いているんだろうかということで遺伝子の分析をして、

東京湾中のハゼが混ざっている割合を確認しました。そしたら3系統ぐらいいて、それがほぼ均等

に混ざっていました。なので、ハゼは泳ぐ力としては、小さくて弱そうに見えますけれども、必

要があればきっと泳いでいくんだろうと。ですから成長している途中で適地がなくなったとして

も、違う場所に泳いでいく、新たな繁殖地を探すことができそうだというような感覚を持ちまし

た。 

では何が原因で減っていっているのだろうといったときに、2001年まで東京都さんの水産試験

場で調べられていたハゼの産卵孔の結果をなぞるように、2010年代から同じ場所で潜水調査をし

た時に明らかに産卵孔が減っていました。 

もしかしたら産卵ができる場所の減少、埋め立てが終わって、開発が終わって、その後徐々に

徐々に泥が積もっていく。そうすると、本来穴が掘れた砂地でも、泥が積もりすぎて、またはヘ

ドロ化して穴が掘れなくなるみたいなことが時間を置いて出てきている可能性もあるのかなと思

っていて、産卵場所の制約が大きな原因じゃないかと。 

なので、今回のマハゼの棲み処調査に関してはどこで産卵してるんだろうというのを見つける

というのを究極の目標にして今頑張っているところですが、どうもミッシングリンクがつながら

なくて、辿りきれないというような悩みを持っているというところでございます。 
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波動式湧昇ポンプによる東京湾表層冷却と機構緩和効果の可能性 

ＮＰＯ法人 ＥＳＣＯＴ 藤本 治生 

 

 

 こんにちは。NPO法人ESCOT、藤本です。我々、波の力だけで数

メートル下にある低温寒水をくみ上げ、海面に拡散し、海面を冷

やすという波動式湧昇ポンプの研究開発を行っています。研究を

重ねた結果、規模は小さいながらも稼働時間においてはおそらく

世界最長だと思います。近年の海面水温上昇は猛暑から豪雨、そ

れから台風の大型化といった複合的なリスクを引き起こしていま

す。AIによる試算では東京湾の海面をわずか1度冷やすだけで1日

あたり約95万立方メートルの水蒸気発生を抑制できることが示さ

れました。水蒸気は、IPCCやNASAも指摘するように、地球温暖化

の最大要因で、CO2と並行

して抑制すべき対象です。

波動式揚昇ポンプはDIY制

作による分散型導入が可能

で、地域経済、漁業、環境

保全を全体として一体化し

た新たなビジネスモデルを

創出するものと考えていま

す。以上です。 
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篤志観測船による海洋モニタリング活動海水温の推移を追う 

特定非営利活動法人 ヴォース・ニッポン 関谷 忠夫 

 

 

この度はこのような場に参加させていただきありがとう

ございます。我々ヴォース・ニッポンは日本通運株式会社

様の高速運搬船ひまわり8に観測装置を搭載させていただき、

以前は塩分、pH、現在は水温に注目して活動を継続してお

ります。これまでデータを取っては公開し、取っては公開

しを続けておりまして、周囲から「ずいぶん長く活動を続

けているけれども、そこからどういったことがわかってき

たんですか？教えてください」という声が内外から多く聞かれるようになりまして、ホームペー

ジで現在の水温が計測開始の8年前からどのように変化しているのか、あるいは3日に1回データは

取れるんですけれども、そ

れがたとえば今日ですと10

月17日、3年前の10月17日、

8年前の10月17日、3年前、8

年前と比べてどのように変

化しているのかをリアルタ

イムでわかるようにグラフ

化して公開する活動をして

おります。興味のあるかた

はぜひホームページをご覧

ください。本活動も開始し

て長くなりますので皆様の

ご参加をお待ちしておりま

す。どうぞ今後ともよろし

くお願いします。ありがと

うございます。 
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未来につなげたい！都会のすぐそばに広がる宝箱多摩川河口干潟のひみつ 

東京湾再生官民連携フォーラム 多摩川河口干潟ワイズユースＰＴ 竹山 佳奈 

 

 

竹山です。私たちは毎月1回、羽田空港横の多摩川河口干潟で

調査を皆さんでしています。情報発信をして市民の方々にその

魅力を伝えるということを目的に活動しております。今回ポス

ター発表では去年の12月から毎月1回実施しています調査、主に

魚類についての発表を行っています。東京湾で60年ぶりに発見

されたシラウオだったりとか、最近見なかったトビハゼの赤ち

ゃんとか、大人のトビハゼも見られておりますので、新たな発

見の結果についてまとめていますので、ぜひポスターの前に来

ていただければと思います。今回は調査に一緒にいつも参加し

てくださっている東京海洋

大学の学生さんも来ていま

すので、ぜひいろいろ情報

交換できればと思っており

ます。よろしくお願いしま

す。 
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東京湾における環境と底棲魚介類群集の長期変動：昭和から令和までの変遷 

国立研究開発法人 国立環境研究所 児玉 圭太・近都 浩之・堀口 敏宏 

環境研究所、児玉です。今回のポスターでは東京湾で実施し

ております長期モニタリング調査の結果を紹介したいと思いま

す。この調査は1977年から開始されたもので、今年に至るまで

ずっと継続して、約50にわたるデータが得られております。そ

の中で底生魚介類の魚種所生と漁獲量ですね、こちらが大きく

2000年の前後で変化しました。その変化が温暖化とかAOAの低

下とか、そういったところと関連しているということがわかっ

てきました。こうした変化の実情をポスターでご紹介したいと

思いますので、ぜひお越しいただければと思います。よろしく

お願いします。 
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東京湾主要魚種の資源水準の変化にともなう繁殖特性の変化 

国立研究開発法人 国立環境研究所 児玉 圭太・近都 浩之・堀口 敏宏 

続きまして、東京湾の魚介類の中で特に主要種、数が多かっ

たもの、昔、数が多かったシャコ、ハタタテヌメリという魚種

についての繁殖特性の変化、そして近年増えてきているサメの

中でホシザメという魚種の繁殖特性ということで、資源が多か

った時代と少なかった時代、この繁殖特性の変化についての解

析を、結果を示したものをご紹介したいと思います。一例を挙

げると、シャコでは資源が多かった時には大型の高齢の魚体が

春に産卵していたんですけれども、資源が低下して大型のもの

が減ってきて、小型のものが産卵の主体になって、産卵の時期

もそれに従って後ろの秋の

ほうにずれてきている。こ

ういったような産卵変化、

生態の変化があります。こ

うした変化が、資源の個体

群動態にどういった影響を

及ぼすかということも考察

していますので、このあた

りを説明させていただきた

いと思います。よろしくお

願いします。 
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東京湾の底生生物群集：20年前との比較 

水産研究・教育機構 水産技術研究所 高田 宜武・西本 篤史 

 

 

よろしくお願いします。水産研究教育機構の高田といいま

す。今日は「東京湾の底生生物群集、20年前との比較」とい

うことでポスターを展示させていただいています。東京湾の

生態系の機能が近年大きく変化しているのではないかと言わ

れているんですけれども、なかなか過去と比較できるような

生物群集データが充実しているとは言い難いと思います。と

ころが国土技術政策総合研究所、国総研ですね、20年前の

2002年から2003年にかけて、東京湾全体の20地点において、

すごく詳しいデータを公表していただいています。それで底

生生物群集の定量調査のデ

ータがあります。それと比

較できるようなデータを水

産庁事業の中で得られまし

たので、それを今回発表し

て見せたいと思っています。

よろしくお願いします。 
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市民の力で東京湾に生息する希少鯨類の生態を明らかに 

東京海洋大学 鯨類学研究室 中村 玄 

 

 

東京海洋大学の中村と申します。東京湾にクジラが生息して

いることをご存知でしょうか？実はあまり知られていませんが、

非常に小さなクジラの仲間である“スナメリ”が生息していま

す。スナメリは日本の沿岸域に生息していますが、人の活動の

影響を受けやすく、個体数の減少が危惧されています。東京湾

のスナメリに関する科学的な情報は乏しく生息数すらわかって

いません。私たちは9年近く船を用いた目視調査をしましたが、

なかなか見つけることができませんでした。そこで今回、市民

科学という手法で、市民の皆さんからから寄せて頂いた目撃情

報を集めて解析しました。

ポスターではこの取り組

みと結果概要を紹介して

おりますので、ぜひご覧

いただければと思います。 
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「潮彩の渚」の成果をもとに、人工干潟でCO₂吸収・固定の調査を進めています 

国土交通省 関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所 大坪 貴明・河村 哲哉 

復建調査設計株式会社 東京支社 三戸 勇吾・★西本 壮汰 

 

 

復建調査設計の西本です。私たちは横浜港湾空港技術調査

事務所さんと協力して、潮彩の渚という生物共生型護岸で

CO₂吸収・固定能力の調査を行っています。潮彩の渚として

は、底生微細藻類の光合成によってCO₂を吸収しています。

私たちは底生系チャンバー法を用いて、干出時のCO₂交換量

を直接測定し、解析を行っています。これまでの調査結果か

ら、人工干潟でも自然の干潟と同程度のCO₂吸収能力がある

ということ、地盤高と底質の保水性を工夫することで吸収能

力を高められる可能性があ

ること。この2点がわかって

きました。こうした知見を

検証するため、今年度から

は東扇島東公園や海の公園

など、環境条件の異なる人

工干潟でも調査を開始して

います。この成果を活かし

て、ブルーインフラとして

の干潟づくりにつなげてい

きたいと考えております。

ぜひポスターで詳しい内容

をご覧ください。 
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東京湾におけるフナムシ種群の分布と夜間光への進化的応答 

千葉大学 国際高等研究基幹・大学院理学研究院 佐藤 大気 

 

 

ありがとうございます。千葉大学の佐藤と申します。初め

てこのシンポジウムに参加させていただくのですが、私、現

在フナムシの研究をしておりまして、おそらく皆様も東京湾

で研究をされているときに見ることが多いのですが、フナム

シが実は東京湾の中にも何種類か存在しているということを

遺伝学的な解析から明らかにしています。かつフナムシとい

う名前の通り、船に乗っかってさまざまな地域に移入してい

るということもわかってきたと。また、都市環境への適応と

いう観点から夜間光への反応というのを現在研究しておりま

して、そういった意味でもそれぞれの種の環境への反応性が

異なるということが見えてきました。興味のあるかたはぜひポスターまでお越しください。よろ

しくお願いします。 
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東京国際空港周辺海域の環境特性を考慮した多様な生物生息場の再生・創出 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所  ★床井 里圭 

 

 

国土交通省関東地方整備局東京空港整備事務所の床井と申

します。本日は東京国際空港周辺海域の環境特性を考慮した

多様な生物生息場の再生・創出についてポスターセッション

で発表させていただきます。羽田空港は大規模な埋め立てに

よって現在の形となっております。東京空港整備事務所では、

空港整備とともに環境に向けた取組を行っており、今年で約

15年目となります。その取組として浅場での生物モニタリン

グと護岸部での藻場の拡大検討を行っております。空港周辺

海域の特性に考慮した取組をこのような場所で紹介するのは

初めてのこととなりますの

で、ぜひポスターのほうへ

立ち寄っていただけると幸

いです。本日はよろしくお

願いいたします。 
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東京湾における生態系サービスとWell-beingを考慮した沿岸防災インフラの定量的評価に向けて 

横浜国立大学 大学院都市イノベーション学府 ★小林 航汰朗 

 

 

皆さんこんにちは。横浜国立大学大学院修士2年の小林航

汰朗です。私は沿岸域のグリーンインフラについて研究をし

ております。沿岸防災のためのインフラは、これまでコンク

リートなどで作られた堤防のようなグレーインフラが主流で

した。しかし近年、自然や生態系を活かしたグリーンインフ

ラに注目が集まっています。これらは維持管理コストの低減

であったり、環境保護という観点から注目をされているので

すが、実は生態系サービスという形で我々人間の幸福、

Well-beingにも影響を与えることがわかっています。そこで

私の研究では、こうした沿

岸域のグリーンインフラか

らもたらされる生態系サー

ビスと、地域住民のWell-

being、これを考慮した沿岸

インフラの整備のあり方に

ついて、日本沿岸域を対象

として研究をしています。

実際に生態系サービスのデ

ータを空間的にマッピング

して、Well-beingのアンケ

ートデータと比較をするこ

とで両者の関係を明らかに

したいと考えております。

本日のポスター発表では、

特に東京湾にフォーカスし

た内容をご紹介できればと

思っております。よろしく

お願いいたします。 
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東京湾環境情報センターのこと 

国土交通省 関東地方整備局 横浜港湾空港技術調査事務所 大坪 貴明・河村 哲哉 

国際航業株式会社 林 正太・高見 紗希・田邉 光一 

 

 

いつもお世話になっております。国土交通省関東地方整備局

横浜技調事務所の大坪でございます。本日このように「東京湾

環境情報センターのこと」として、テベックを紹介したいので

すが、「今更テベック？」という感じもすると思います。昨今、

海水温の上昇とか、そのような話題、報道も受けて、東京湾環

境情報センターに「実際の水温はどうなっているんですか？」

というような問い合わせを多数いただきます。その時にデータ

ベースを紹介するなどして状況をお知らせするのですが、自分

でもグラフ化したり、ちょ

っとした簡単な分析をする

といろんなことが見えてく

るものでございます。今日

はそのような簡単な事例を2、

3ご紹介しながらパネルにし

て、皆様に改めて東京湾環

境情報センターのことを、

このシンポジウムは今回25

回ですが、環境情報センタ

ーも実は20年を超えている

ようでして、昔のシステム

かもしれませんが、ご紹介

できればと思っております。

ぜひポスターのほうにお越

しください。よろしくお願

いいたします。 
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港湾堆積物の標本試料をもちいた鉛直特性の視覚化 

国土技術政策総合研究所 内藤 了二 

 

 

国総研で底質環境の研究を担当しております内藤と申

します。本日は皆さんに海の中にある堆積物の景色を一

緒に見てもらおうということで堆積物標本を、実物をお

持ちしました。実は皆さん、海に興味があるとは言って

も、なかなか堆積物コアを採取したリアルなものを生で

見る機会もないかと思います。しかも、採取時の状態の

質感を残して保存すため，樹脂で固める標本の作製方法

を開発しました。 

選んだ港は、かつての五大開港場のひとつであります

函館港、北前船の寄港地で

ある浜田港、坂越港で標本

を作りました．皆さんに港

の海の中の堆積物の景色を

一緒に見てもらうというこ

とで、ポスターで詳しく紹

介したいと思います。よろ

しくお願いします。 
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東京湾沿岸域におけるデジタルツインに対する住民意識のプレアンケート分析 

理化学研究所 環境資源科学研究センター 菊地 淳 

 

 

ご紹介ありがとうございました。私どもは2番目のご講演にありました海辺つくり研究会の古川

理事長、それからこのシンポジウムを企画されております国総研の岡田先生、東京都の環境研究

所の石井先生、埼玉県国際環境センターの見島先生、それから神奈川大学法学部の加藤先生、な

らびに私、理研の菊地が環境省ERCAプロジェクトのサブ課題として、変動する環境要因に対する

東京湾や大阪湾のデジタルツイン予測の市民ニーズ調査を遂行しています。本日は、この東京湾

沿岸域のデジタルツイン開発に対するアンケート調査をやっています。今日、申し込みの時にQR

コードが配られていると思います。これにぜひとも皆様のご意見をいただいて、この東京湾デジ

タルツインの開発にフィードバックできればと思っております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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閉鎖性海域東京湾でも再生できる取り組み～竹炭と牡蠣殻から作られた水による生態系の歴史～ 

水と食とエネルギーにやさしい社会研究所 近藤 茂 

 

 

水と食とエネルギーにやさしい社会研究所の近藤と申し

ます。私は2040年に東京湾を中心にした東京万博をやれた

ら良いなと思って、土壌中環境生態学を紹介している人間

でございます。現在は江戸川区にある認定NPO法人 えどが

わエコセンター、葛西東渚・鳥類園友の会などに参加させ

ていただいております。その活動の中で思ったことは、ア

マモ場（海草藻場）などの海の中で生物を増やしても、森

からの栄養（窒素、リン、ケイ素など）が無くては、魚介

類の成長は、難しいので、竹炭と牡蠣殻を使って、実績の

ある千葉県いすみ市の海のように再生することが私の願い

です。東京都立葛西公園は、

臨海公園と海浜公園に別れ

ていて、仕組みが非常に複

雑で、臨海公園の真竹など

の資源を使って海浜公園の

再生はできません。皆さん

のお力を借りして、国家戦

略特区にしていただいて、

臨海公園と海浜公園を一つ

の公園として、2040年 東京

万博に向けて、東京湾を再

生したいと思っています。

皆さんのご協力をお願いい

たします。以上です。 
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KAISO BANK - 漁港を利活用した海藻バンクによるブルーカーボン生態系拡大プロジェクト – 

日建工学株式会社 吉塚 尚純 

 

 

波消しブロックメーカーの日建工学と申します。私たち

のグループは藻場造成に関わる取組として、民間企業4社の

コンソーシアムによる漁港を利活用した海藻供給システム

「KAISO BANK（海藻バンク）」の研究開発を実施しており

ます。この研究はNEDOのグリーンイノベーション基金事業

として実施されているもので、海藻種苗を大量に生産して

海域に大規模に移植することで藻場の造成・拡大を図るも

のです。 

さらに、こうした藻場の分布面積をドローン等で効率的

に計測することで、ブルー

カーボンとしての藻場のCO2

吸収量を評価します。こう

した取組を通じて、種苗生

産からブルーカーボンクレ

ジット申請までのワンスト

ップサービスの提供を目指

しております。 

こうしたKAISO BANKの取

組を通じて、カーボンニュ

ートラル、ネイチャーポジ

ティブの拡大・推進、また

豊かな海づくり、地域の漁

村の賑わい創出を目指して

いるところです。ぜひポス

ターをご覧ください。よろ

しくお願いいたします。 
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ブルーインフラ拡大に向けた国内の取組み 

一般財団法人 みなと総合研究財団 河野 恵里子 

 

 

みなと総合研究財団の河野です。私どものポスターでは「ブル

ーインフラ拡大に向けた国内の取組み」について紹介をしていま

す。近年、ブルーカーボン生態系はCO2吸収源として注目されて

きていますが、その他にも、「水質浄化」や、「水産資源の提

供」、「教育・レジャーの場の提供」など、多面的な機能を持っ

ています。その機能を拡大するため、関係省庁、研究機関、NPO、

企業が官民連携で取組を進めているところです。ポスターでは国

交省のブルーインフラの事例や、Jブルークレジットの申請、弊

財団が取組んでいる「全国海の再生、ブルーカーボン賞」を紹介

しています。どうぞお立ち寄りください。 
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沖縄県のサンゴ群集保全に係るサンゴ移植の試み 

株式会社東京久栄 ★宇田 春花・矢代 幸太郎 

電源開発株式会社 沖縄海水揚水事務所 喜田 和政・勝又 海渡 

琉球大学 理学部 中村 崇 

 

 

株式会社東京久栄の宇田と申します。「東京湾シンポジウム

なのに、なぜサンゴの話を？」そう思われるかたもいらっしゃ

るかもしれません。しかし近年、海水温の上昇に伴って、これ

まで熱帯・亜熱帯に限られてきたサンゴの分布域が北上し、相

模湾や東京湾周辺でもサンゴ類の生育が確認されるようになっ

てきました。生息可能性が少しずつ広がりつつある中で、現在

どのようなサンゴ移植の取組が沖縄で行われているのか、知っ

ていただければと思います。今回の発表では移植後の生存率を

高めるための技術的な工夫

と、その3か月後の経過につ

いて紹介いたします。こう

した工夫はサンゴに限らず、

アマモを始めとする他の生

物の移植技術にも通じる点

があると考えております。

東京湾の生物多様性の向上

を図る上での一助としてご

覧いただければ幸いです。

本日はどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

  

第２５回東京湾シンポジウム

-51-



藻場生育可能性評価システムの構築 

日本工営株式会社 中央研究所 技術開発センター ★岩倉 浩土 

 

 

ご紹介いただき、ありがとうございます。 

私たちは、藻場成育評価システムの構築を目的として、「モバダス」と称するシステムを開発い

たしました。本日のポスター発表では、その概要をご紹介いたします。 

本システム「モバダス」は、藻場が成立しやすい場所を地図上に可視化し、成育ポテンシャルと

して示すものです。 

本システムを開発するに至った背景といたしましては、藻場再生に取り組もうとする事業者は多

い一方で、藻場造成に適した地点が分からないという課題が存在していたことが挙げられます。

これらの課題を解決する手段として、本システムを構築いたしました。 

また、本システムはタブレ

ット上で閲覧できます。ポ

スター会場では実際に操作

していただくことが可能で

す。ぜひお立ち寄りいただ

ければ幸いです。 
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減少する東京湾のアマモ場-木更津市金田地先の現状と館山の再生活動- 

東亜建設工業株式会社 技術研究開発センター ★平尾 美樹 

 

 

東亜建設工業の平尾と申します。よろしくお願いいたしま

す。本日は「木更津市金田地先の現状と館山の再生活動」と

いう名前でパネルを紹介させていただきます。皆さんもご存

知だとは思うんですけれども、アマモ場は海のゆりかごとも

言われておりまして、魚の成育場や産卵場所となったり、水

質浄化も行われたりしておりまして、多面的な機能を有して

おります。また最近はブルーカーボンとしても注目されてお

ります。しかし、全国的にアマモ場が減少しておりまして、

保全と再生が急務となって

おります。当社は5年前の

2020年から木更津市金田地

先でアマモ場の調査を続け

てまいりました。その結果、

2023年にグンと減ってしま

いまして、よく見ると長さ

もだんだん短くなっている

ことがわかりました。今後

も調査と保全活動を通して

豊かな海の環境を守って海

に恩返しをしていきたいと

思いまして、こちらのパネ

ルを今回用意させていただ

きました。ぜひよろしくお

願いいたします。 
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予潮：沿岸漁業者と研究機関の共創による海洋データエコシステム 

いであ株式会社 国土環境研究所 ★小林 真二 

 

 

いであ株式会社の小林です。本日は海洋のデータ収集とデータ

の活用を一体化させたシステムである「予潮」についてご紹介い

たします。私たちは海水温、潮流、塩分を予測する「予潮アプリ」

を開発しまして漁業者に向けて配信しています。海の天気予報と

いうイメージのもので、漁業者にも大変好評いただいております。

重要な点はデータの循環にありまして、漁業者の方々には網に観

測機器をつけていただいて、それを収集し、高密度なデータを収

集し、予測モデルの精度を向上、そのまま漁業者に結果を還元す

るといったシステムになっております。実際にアプリの様子もお

見せしたいと考えておりますので、よろしければぜひご覧にポス

ターにいらしてください。

よろしくお願いします。 
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八丈島に突然来遊したザトウクジラから考える繁殖域の環境条件 

日本鯨類研究所 勝俣 太貴 

 

 

ご紹介いただきました日本鯨類研究所の勝俣と申します。

本日、私のほうから、ご紹介いただきました「八丈島に突然

来遊したザトウクジラから考える繁殖域の環境条件」という

テーマで発表をさせていただきます。 

まずこの八丈島、先週、台風の被害が大きなものがありま

して、調査に関係してもらった現地の方々にも電話したとこ

ろ、断水とかがあったんですけども、人的被害はなかったと

いうことです。 

今日、ザトウクジラの話をして、ちょっとでも八丈島に興

味を持っていただいて、これから12月になると八丈島はザトウクジラのホエールウォッチングも

始まりますので、ぜひ元気づけるという意味でも遊びに行っていただけたら良いなと思います。 

東京湾の生き物の話と直接は関

係ないんですけども、八丈島のザ

トウクジラというところでお話を

させていただきます。よろしくお

願いします。 

まず東京湾にもザトウクジラ、

何回か迷入という形ですけども、

入ってきたことがあります。相模

湾であったり、湾口の千葉の内房

では死んだ個体が打ち上がるスト

ランディングであったり、定置網

に入ってしまう迷入、混獲という

のがあります。これは私の研究で

集めたわけではなくて、発表され

ているものを引用してきたんです

けども、湾央まで、湾の中まで入

ってきたというのは、2019年以前

は1件しかなくて、それも最近で、2018年6月に東京ゲートブリッジのところで見られていたと。 

ここ2年ですかね、2023年と24年は2年連続でザトウクジラが東京湾の中で、湾央で見られてい

ます。これはYouTubeに上がっていた動画なんですけども、本当にディズニーランドの目の前で大
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きなザトウクジラが泳いでいるというところが目撃されています。 

これを撮影したのは記事に書いてあるところでは漁師さんが撮影して、長く漁師をしているけ

ど東京湾にザトウクジラがいるなんてめったに見たことがないというような話をされて、記事に

なっていました。 

東京湾に来遊するザトウクジラなんですけども、時期を見ていただくと、だいたい冬の時期、1

月、3月、12月と、一件は6月になっていますけども、近年見られているのはだいたい冬の時期と

なっています。なんで冬の時期に見られるのかというのも触れられればと思います。 

そもそもザトウクジラの生態、ど

んな生き物なのかというところから

説明をさせてもらいます。まず体長

は13メートルほどで、メスのほうが

少し大きくなる、ヒゲクジラの特徴

なんですけども、種になります。過

去、商業捕鯨の対象になっていまし

たので、かなり獲られまして、数が

1960年内には北太平洋で1400頭ぐらいまで減ったと言われています。1966年以降は捕獲が禁止に

なりまして、順調に回復が進んでいるというようなものになります。 

次のスライドで回遊についても説明するんですけども、冬季に繁殖海域である暖かい高い海域

に来遊をします。繁殖海域では特徴的な行動が見られると言われておりまして、出産したばかり

の子供を連れた親であったり、メスとの交尾機会をめぐって争う競争群れであったり、メスに対

してのアピールと言われる、他にも諸説あるんですけども、オスが発するソングといった特徴的

な鳴き声が繁殖海域では見られます。きちんとした科学的な定義があるわけではないんですけど

も、こういう行動が見られる海域を繁殖海域と今は呼んでおります。 

ザトウクジラは、1966年以降、捕

獲が禁止になって個体数が回復して

きました。見にくいんですけども、

この表を見ると、下の図のほうで見

ると2000年代にかけて急激に数が回

復していきます。最新の研究ですと、

北太平洋の全体で、2012年の段階で

3万3000頭まで回復したと。1400頭

しかいなかったのが3万3000頭まで回復してきたという報告もあります。 

ただ、2012年以降は水温の上昇、気候変動なんかの影響もありまして、頭打ちになった後、緩

やかな減少傾向になってきているというような報告もあります。これは北太平洋全域での話にな

ります。東京湾の話からすごい全球的な話になっているんですけども。 
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ザトウクジラの季節回遊ですね。

まず6月7月以降ぐらいですかね、暖

かい時期になりますと、カムチャッ

カ半島だったりベーリング海の西側

の海域あたりが日本の近海に来遊す

るザトウクジラの餌場海域と言われ

ていまして、夏にはこのあたりで餌

を食べます。冬になると繁殖・子育

てのために、これまでは沖縄、小笠原、さらには南のフィリピン、マリアナ諸島までザトウクジ

ラが回遊をします。回遊のタイミングというのが先ほど最初に紹介した東京湾にザトウクジラが

迷入してくるタイミング、だいたい冬の時期になるので、この回遊のタイミングで誤って東京湾

の中に入ってきてしまっているのではないかなと考えられます。 

ザトウクジラの繁殖海域の条件な

んですけども、世界地図で、日本の

場所がわかりづらいんですけども、

日本がここにあります。世界中のザ

トウクジラの冬季に来遊する繁殖海

域を、水温を見てみますと、21度以

上、28度までの間に繁殖海域がすべ

て収まっているということになって

います。日本のところを見ると、小さくて見にくいですけども、沖縄と小笠原が繁殖海域の北限

ぐらいに当たっているということになっています。 

これまでは沖縄・小笠原に冬季に

ザトウクジラが来てたんですけども、

2015年からもっと北側にあります八

丈島でも冬の時期にザトウクジラが

急遽、陸の上からも観察できるぐら

いの密度で来遊してくるようになり

ました。 

2015年のタイミングでは地元の漁

師さんから報告をもらって、実際に調査をやってみようというので始まりました。2015年11月以

降に大規模な来遊が始まったんですけども、最初は東京海洋大学と八丈町の共同調査ということ

で調査が始まりました。私が2016年、17年の時はまだ東京海洋大学の修士の学生でこのテーマを

扱わせてもらっていたという経緯があります。八丈島と東京海洋大学での調査は2023/24年までの

シーズンで1回ストップしまして、それ以降は今私がいます日本鯨類研究所で引き継ぐような形で

調査が行われています。 
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クジラの調査というとどんなことを

しているかと申しますと、船に乗って、

そんなに遠くまでは出なくともクジラ

がすぐ見えますので、クジラを見つけ

ましたら船で近づいて、ザトウクジラ

の尾びれを撮影します。、尾びれ裏側

の傷だったり、白い模様だったり、こ

のギザギザしたところが一頭一頭異な

っていますので、一頭一頭異なる尾びれの写真を撮る。自然標識写真と言っています。あと、ク

ロスボウなんかを使って皮膚を3センチだけ採集をしたりします。これはバイオプシーサンプルと

呼んでいます。どこで発見があったかというような情報と、写真と、バイオプシーのサンプルを

集めるというのがクジラの主な調査になっています。 

サンプルを、皮膚を集めると、後で紹介するんですけども、今の技術ですと、おおよその年齢

がわかったりとか、どこの系群、系群とクジラは言っていますけども、どこの繁殖グループに属

したクジラなのかというのがだいたい分析ができるというものになっています。そのためにこの

サンプルを集めています。 

これは2024/25年、昨シーズン、日

鯨研で行った調査のクジラの発見の

位置になります。八丈島のまわりで

の調査になります。船もそこまで沖

には出ないんですけども、だいたい

等深線100メートルより浅いところで

発見が多くあります。発見される時

期は、これまで9年間の調査をやって

いますけども、だいたい一緒で11月頃に見えるようになって、4月までクジラが島のまわりで見え

ると。先ほど分布について申し上げましたけども、この浅い海域で多く分布しています。 

毎年見れていたわけじゃないんですけども、子供を連れた群れが確認されたり、音は流れるか

な。すいません、ちょっと今は流せないんですけど、もし興味がある人は後ほど聞いていただけ

ればと思うんですけども、水中にマイ

クを入れるとオスが発すると言われる

ソングも確認がされていました。なの

で繁殖海域としても使われているので

はないかというような観察結果も得ら

れていました。 

八丈島に来遊するザトウクジラの特

徴なんですけども、先ほど申しました

第２５回東京湾シンポジウム

-58-



バイオプシーサンプル、皮膚片を分析をかけておおよその年齢を推定して、研究があります。こ

れを見ると一番突出しているのが、ひと区切りが5歳ごとなんですけども、0から5歳、5歳から10

歳、10歳から15歳、5歳区切りになっています。そうすると10から15歳の年齢群の個体が多くオス

が多いという結果になりました。 

あと遺伝の分析結果を見ますと、八丈島のザトウクジラは遺伝的には沖縄に回遊するグループ

よりも、小笠原に回遊するグループと強い交流があるのではないかというような結果も出ていま

す。 

自然標識による写真では同じ個体が八丈島・小笠原でも確認されていると。なので八丈島と小

笠原では移動の交流があるということがわかっています。 

八丈島というと周辺に黒潮が流れ

ています。近年、黒潮の大蛇行で、

あまりこういった明確なパターンが

出ていないんですけども、これは最

初の年、2016年のシーズンの調査で、

調査期間中に黒潮が八丈島の南側を

流れる時と、八丈島に直接黒潮が当

たる時の２パターンで黒潮の流れ方

が動いていました。これをパターン1とパターン2に分けまして、その時の発見の頭数を探索した

時間で割って標準化して見てみますと、ちょっとわかりづらい図なんですけども、赤い時がパタ

ーン2、黒潮が八丈島にぶつかっている時。パターン1が島の南側を黒潮が通っている時になりま

す。そうすると、高い遭遇率、発見が多い時期はパターン2の時で、黒潮が南側に下がると発見率

がかなり下がってしまうという傾向がありました。これもしっかりと統計処理をすると有意にパ

ターン2の黒潮が島にぶつかっている時のほうが発見数が多いという結果になっています。なので、

クジラの島への来遊も黒潮の流れ方によって左右されているという結果になりました。 

水温のせいなのか、黒潮の流れが

バリアになっているのかはこれまで

の調査ではわかっていないんですけ

ども、黒潮の流れ方次第では先ほど

の繁殖海域、だいたい21度以上の水

温になっていますと言いましたけど

も、八丈島も21度の水温が当たるよ

うになります。そういう時には八丈

島も繁殖海域と同じような条件になるんじゃないかというようなことも考えられます。 

冬季の来遊海域の北上の原因について、水温の上昇とか黒潮の流れ方、あとは頭数がかなり多

く、環境収容力いっぱいに近づいているというような、いろんな状況があるんですけども、まず

考えられるのが繁殖海域の拡大。従来、沖縄・小笠原が数が多くなって、特に繁殖機会に恵まれ
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ない若いオスは競争が少ない北側の海域に移動しているんじゃないかというようなことが考えら

れました。 

次に1つ目のところとも関係はある

んですけども、個体数の回復。1966

年以降に捕獲が禁止されて、個体数

が順調に回復をしています。ですの

で、繁殖場所を求めて、増えたぶん、

これまで小笠原・沖縄に行っていた

ものたちが北側の八丈島のほうにも

来ているんじゃないかと。あと黒潮の影響も考えられまして、ちょうど2016年から調査が始まっ

たんですけども、その翌年からは黒潮の大蛇行というので、黒潮が八丈島の北側を通るような流

れ方になっていました。その影響もあって八丈島が繁殖海域として機能するようになったんじゃ

ないかと。個体数が増えたのと、水温が上がった、いろんな仮説がまだ立てられていて、まだ検

証ができていないという状況になっています。 

実際に水温が上がっているのかどうかを見てみると、広い範囲ですけども、八丈島を含むこの

範囲では2017年、ここから黒潮の大蛇行が発生しましたけども、水温は上昇傾向にあると。これ

は冬の1月から3月の平均の水温なんですけども、水温の上昇という傾向もしっかりと出てはいる

と。 

生まれたばかりの子供が見れるかどうかというところも繁殖海域のひとつの重要な特徴になり

ます。これも八丈島とはだいぶ離れた場所になるんですけど、緯度的には八丈島と同じぐらいの

並び位置になっています。かなり沖合なんですけども、2021年2月には親のクジラの4分の1ぐらい

しか体長がないような、かなり小さい個体が、生まれたばかりだろうというような個体が発見さ

れました。これは日鯨研の調査でここまで船を出すことがあったので、その時にたまたま見つか

ったんですけども、これまで見られていたよりもかなり北側で子クジラの発見があったというこ

とになります。 

水温の上昇、黒潮の大蛇行、個体

数の増加、いろんな理由が考えられ

るんですけども、まず今年、黒潮の

大蛇行が終息しました。今年も調査

をやって、ザトウクジラがこれまで

と同じような傾向で来遊をしている

というのがひとつ重要な、仮説・検

証をする上で重要な調査の年になり

ます、今年ですね。 

黒潮の大蛇行に限らずなんですけども、水温の上昇というのは今後も続いていきますというよ

うなIPCCの報告があります。、2020年は、先ほどお見せした地図ですけども、21度の等温線とい
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うのはこの沖縄・小笠原あたりです

けども、100年後の一番悪いシナリオ

で見たときに21度というのは東京あ

たりの緯度並びまで上がってくるん

ですよね。なので今後どんどん、水

温上昇が原因だとしたら、東京湾の

周辺のような、かなり北側でクジラ

が多く見られるようになってきてし

まうのではないかというような、海外の論文なんですけども、そういう予測が立てられていると

ころです。 

繁殖海域はどういう条件なのかって、まだいろんな理由があってはっきりはしていないという

のが結論なんですけども、今後そういう環境変化が起こっていく上で、クジラの繁殖海域の条件

をしっかりと調べていくことが予測には不可欠であるということで、今後も日鯨研としては八丈

島の調査を続けていきたいなと思っております。 

話題提供としては以上になります。あとちょっと紹介ですけども、ポスターも出ているんです

けども、東京海洋大学の中村先生のほうで東京湾のクジラの情報を集めております。私も調べた

ら、なかなか東京湾の中のクジラの情報というのはないので、こういうところにひとつ情報を集

約してもらえるといろんなことがさらにわかってくるんじゃないかなと思います。こちらもご協

力いただければと思います。以上です。ありがとうございました。 
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東京湾の環境と水産生物の繁殖に関する研究の紹介 

千葉県水産総合研究センター 宇都 康行 

 

 

よろしくお願いします。千葉県水産総合研究センターの東

京湾漁業研究所の宇都と申します。今日は私たちが東京湾で

行ってきた環境と生き物に関する研究の紹介をさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

まず初めに自己紹介をさせてください。私たちの所属の水

産総合研究センターは本所が南房総市の千倉にあります。私

がいるのは富津市にあります東京湾漁業研究所というところ

で、ここではアサリやハマグリなどの二枚貝を増やすための

研究ですとか、それから東京湾は海苔養殖をやっていますの

で、高品質な海苔を生産するための研究。

それから私が担当しているのは一番下の

東京湾の漁場環境の研究というのをやっ

ています。 

普段は下に示した調査・指導船ふさな

みという船に乗って、東京湾の水質観測

ですとか、採泥の調査、それからケタ網

などを使った生物調査などを行っていま

す。 

私たちは都道府県の、昔は水産試験場

と言われていました。地方水試の果たす

べきミッションというのは一言で言うと、

漁業者の収入を増やすための研究をしな

さいというのが私たちに与えられたミッ

ションです。水産資源に関して言いますと、

資源の維持・回復に役立つ研究と言い換えら

れると思います。そのためには水産生物の生

活史を正確に理解して、その資源がどこに問

題があるのかというのをまず探す。問題点を

改善する対策を私たち研究サイドが、提案を

して、それを行政などと検討して、最終的に
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は施策として活かしていくというのが私たちに課せられた使命です。 

今日お話するのは、マコガレイとトリガイ、それからサヨリという3つの生き物の話をします。

どれも上に示したような生活史をちゃんと理

解しましょう。どこに問題があるのか探して

改善していく対策を考えましょうという観点

で行った仕事になります。 

最初にマコガレイのお話です。左側のグラ

フは千葉県におけるカレイ類の漁獲量の経年

変化を示しています。東京湾では

カレイ類は底引き網ですとか刺し

網で取られる重要な魚種です。漁

獲量を見ると1970年代ぐらいにひ

とつ山があって、この頃はイシガ

レイが主体でした。一番大きなピ

ークは1980年代以降にもう1個ピー

クがあるんですけども、この時は

マコガレイが主体と言われていま

した。近年は減少していまして、2015年までのデータですけれども、直近10年間ではさらに減少

して、カレイ類がかなり減っているというのが現状です。 

そこで目的として、東京湾のマコガレイの資源を増やすために生活史を明らかにして対策を検

討するということで、具体的には下に示し

たような内容の検討を行いました。 

まず成魚の分布と産卵場の推定です。左

側の図は1980年代のマコガレイの成魚の分

布を示しています。赤丸は成魚がいた場所

です。これを見ると、2月は内湾の北部に広

く分布しているんですけれども、6月、8月

になると内湾の南部のほうに分布が移って

います。12月の分布を見ると、湾奥のほ

うにすごく集まっているというのがわか

ります。 

右上に示したグラフは生殖腺の熟度指

数を示していて、高くなると成熟度が高

いということで、これを見ると冬場、12

月、1月がピークというのがわかります。 

こういったところから、12月に湾奥に
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集まっているというところから、ここが産卵場なんじゃないかなと推定をしました。 

また、昔から内房でも1月、2月に産卵している親が見つかっていたということがあったので、

内房も産卵場のもうひとつの候補として考えられています。ただ内房のほうの産卵場は最近ほと

んど見えなくなってきていて、非常に数が減っているんじゃないかなと考えています。 

今メインになっている産卵場の湾奥の産卵場の環境を調べました。左側の図の赤く示した船橋

航路の東側の、住所で言うと習志野になるみたいですけれども、茜浜というところの前の底質を

調査しました。写真が、見にくいんですけども、かなり泥っぽい底質をしていました。そこで右

側の装置を使いまして、底質の直上の酸素濃度を測ってみたのが一番右側のプロファイルになり

ます。産卵期が冬なので、基本的には酸素は十分あるはずなんですけれども、電極を泥の表面、

ごく直上まで下ろしていくと、だいたい1センチより下、実際、卵は1センチ未満になるので、ち

ょうど卵がある位置まで行くとDOは著しく減少するというのがわかりました。また酸素濃度別の

マコガレイの孵化試験を行ったところ、DOが10％を切ると孵化率が著しく低下するということも

わかりました。 

なので、今、産卵場として使っている底質はあまり孵化率が良くないんじゃないかというよう

なことが考えられましたので、たとえば底質の改善ですとか、産卵場自体を新しく造成するとい

うようなことで孵化率を向上できないかということを考えました。 

生活史の続きをみると、孵化

した仔魚は2週間ぐらい浮遊期を

過ごして、その後、着底します。

その着底稚魚の分布を調べたの

がこちらです。左側から4月、5

月、6月、8月までです。まず4月、

着底稚魚は湾奥から東岸、千葉

県側に多く分布をしていました。

湾奥で産まれていますので、そ

の近くに着底するということが

わかります。それが5月、6月に

なると内湾の中央付近に移動し

ていって、7月になると中ノ瀬、

内湾の南部のほうまで分布が移

動します。8月になると、ここで

やっている調査点から見えなく

なりますので、深場へ移動した

のではないかと考えます。 

こういった移動をするのは、夏以降、貧酸素水塊というのが東京湾では毎年発生して、湾奥は

基本的に底層が貧酸素化します。なので、こういった貧酸素水塊を避けて、南のほうへ移動して
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いるのではないかと考えられます。 

続いて稚魚の移動経路をもう少し詳しく見てみました。なぜ移動するのかというのを見てみる

と、マコガレイは水温20度以上を嫌う魚と言われています。基本的に底層の水温が上がってくる

とそこにはいたくないので低いほうに移動するという性質があります。それを示したのが左側の6

つの図になっていて、赤いほど水温が高い状態を示しています。5月から8月に底層水温が高くな

ると、そこにはいられなくなってより低い水温のほうへ移動しているというのが見られます。 

右側2つの図は、同じ稚魚の分布と底層のDOの分布を重ねたものです。水温が高い海域に囲まれ

てしまうと稚魚は移動ができなくな

ってしまって、そうこうしている間

に貧酸素水塊が拡大して、それ以上

移動できなくなって、そこで死んで

しまうということが考えられました。 

生活史を整理するとこういった形

になるんですけれども、今言ったよ

うな水温を低くするだとか、貧酸素

水塊を小さくするというのはなかな

か難しいので、この生活史の中で今ネックになっている部分、そのうちの産卵のところの底質改

善であれば何かできないかということで、産卵場造成の提案をしました。 

これは東京湾再生官民連携フォー

ラムを通じまして、その下の生き物

生息場をつくりPTから提言をして、

政策提案を行いました。実際に令和

元年から令和4年にかけて、習志野

市茜浜の地先というところでマコガ

レイの産卵場を造成して、今年度も

造成を行いました。ここまでがマコ

ガレイの話になります。 

続いてトリガイの生活史と貧酸素水塊の関係に

ついてお話します。１３トリガイは千葉県では殻

長が60ミリ以上というのが獲って良い対象になっ

ています。左下に示したような小型底引き網とい

う漁法で主に獲られていて、漁期としては4月か

ら7月ぐらいの期間限定の資源になっています。 

主な漁場は右下の赤丸で示した場所が漁場にな

っていて、毎年全部が漁場になるというわけではなくて、年によって変動があって、今年は千葉

側だったり、今年は浦安の前だったりというような変化が見られます。水深は10から20メートル
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ぐらいの泥場が漁場になっています。南

部のほうにもいるんですけれども、赤の

破線で示したようなところは密度が低い

のでなかなか漁獲の対象にはなっていな

い。ただ、こちらは貧酸素水塊の影響が

少ないので、夏を越してすごく大きくな

った親貝がいるということが知られてい

る場所です。この研究では東京湾のトリ

ガイの生活史を明らかにして資源の有効利用策を検討するという目的で行いました。 

トリガイの生活史を簡単に説明

しますと、産卵は春と秋と2回

あると言われているんですけれ

ども、今メインになっているの

は秋産卵と言われています。秋

に生まれた後、2週間の浮遊幼

生期間を経て着底します。着底

するのがだいたい冬場です。冬場に着底をして、その後、餌の豊富な内湾北部の海域ですので、

ぐんぐん成長しまして、その年の3月、4月になると6センチになります。なので非常に成長の速い

貝なんです。3月、4月ぐらいになると、そろそろ大きくなってきたので漁獲の対象になってきて、

漁獲が始まるんですけれども、そうこうしている間に貧酸素水塊が6月、7月ぐらいに発達してく

るので、それが発達してくると漁が終

わるというような生活史をおくってい

ます。 

まず調べたのが浮遊幼生の分布と産

卵場、産卵時期の推定です。左側に示

した図は浮遊幼生の分布を示していて、

これは表層の状況です。9月の上旬に

内湾の南部に浮遊幼生が見られ始めま

して、10月、11月にかけて分布域がだ

んだん北に広がっていくというような分

布を示していました。 

トリガイの産卵は水温20度前後での水

温上昇、もしくは降下が刺激になって産

卵が誘発されると言われていますので、

月の上旬に内湾の南部で幼生が見られる

ということは、その前に産卵があったん
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だろうと。そういうところで水温条件に合うところはどこかと見てみると、内湾の南部であれば

そういった条件が重なっているということがわかりました。 

もう1個、産卵場の推定として、粒子追跡モデルを使った検討を行いました。これは卵に見立て

た粒子を産卵場と思われる場所、候補地に配置しまして、数値モデルを使ってそれがどこへ流れ

着くかというのを調べるものです。初期配置の仮想の産卵場として盤洲沖、中の瀬、富津を選択

して、ここから粒子を流して浮遊期間が終わる15日後にどこに行き着いたのかというのを示した

のが下の図です。湾の外に出て行ってしまう粒子も結構あるんですけれども、盤洲ですとか中の

瀬ですとかなり湾奥のほうまで粒子を輸送するのに適していると推測されました。富津について

も出て行ってしまうものが多いんですけれども、湾奥にとどまるものもありましたので、やはり

こういった盤洲、中の瀬、富津あたりという内湾南部が産卵場として考えられるんじゃないかと

思われました。 

次に貧酸素水塊の影響です。これは幼生に

関してです。左側が底層のDOの条件と1リュー

ベあたりの底層での幼生密度を示しています。

色は青が濃いほど酸素がない状態を示してい

ます。10月の上旬を見てみますと、内湾の北

部ではまだ青い部分がありまして、貧酸素水

塊が底層に残っているような状況でした。こ

ういった状況では底層の幼生分布は内湾の南

部のほうでしか見られず、これが時間が経過して貧酸素水塊が徐々に解消していくと、分布域が

どんどん北へ広がっていくというような関係が見られました。 

右側に示したのは殻長の組成なんですけれども、トリガイの幼生は大きくなるとだんだん下の

ほうへ沈んでいって、アンボ期以降になると底層に沈降すると言われています。なので下に降り

ていく段階で底層の貧酸素の影響を強く受けているんじゃないかなと考えられます。 

貧酸素水塊の消長、どのぐらい残るか

ということと、幼生密度の関係がどうな

っているかというのを示したのがこちら

です。左側が貧酸素水塊の規模が大きか

った2015年。右側が貧酸素水塊の規模が

小さかった2016年を示しています。どち

らも貧酸素水塊が解消していくと丸で示

した幼生が出現するというのがわかりま

した。なので、貧酸素水塊の秋の解消のタイミングがその年の幼生の着底にすごく重要だという

のがわかってきました。 

また、規模の大きさでどう違うのかというところを見ると、やはり規模が大きいと11月とかま

で残りやすい、貧酸素水塊が秋まで残りやすいというので、その影響がより強くなるのかなと考
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えられます。 

ここまでのことをまとめるとこういっ

た図になります。まず親になる貝は内湾

の南部の緑で示したような場所にいて、

ここから産卵することで内湾の北部のほ

うへ幼生を供給していると考えられます。

通常、毎年漁場になるのは内湾の北部の

ほうなんですけれども、この海域は毎年

貧酸素化する海域と重なっています。なので、ここへ行き着いたトリガイは、漁獲の対象にはな

るんですけれども、残されたものはおそらくそこで死んでしまって再生産には寄与していないん

じゃないかなと考えています。 

じゃあ内湾北部の資源をどうやって有効利用していくのか。いなくなってしまうんだったら小

さくても獲っても良いんじゃないかとい

う考えもあるかもしれません。こういっ

たところは漁業制度の兼ね合いですとか、

小さい貝を獲っても売れるのかという問

題もありますので、漁業者や行政と連携

をしながら資源の有効策について考えて

いく必要があります。 

最後にサヨリの話を少しします。サヨ

リの漁獲量は変動が大きいんですが、近

年減少傾向で、東京湾では船引き網とい

う漁法で獲られています。主に11月から

翌年の4月まで行われています。サヨリの

特徴としては、流れ藻に産卵するという

ことが知られています。そこで流れ藻と

サヨリの卵の分布状況を調査して経年変

化を把握しました。こちらが流れ藻とサ

ヨリ卵の付着の状況を示しています。右上

に示したのがある日の調査航跡の一例です。

このように北から南のほうへ下っていきな

がら、富浦あたりまで行ってUターンして

富津のあたりに戻ってくるというような調

査を行って、その間に流れ藻があったか、

あった場合はどのぐらいの規模だったのか、

そして一部をサンプリングしまして、写真
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に示したようなサヨリの卵がついているか

というのを調べました。2018年から2023年

まで行ったんですけれども、一番左の2018

年を見ていただくと、四角とかひし形、三

角がありますが、これは海藻の構成を示し

ています。四角は海藻だけ、ひし形は海草、

アマモなどを示しています。三角は両者の

複合です。サヨリの卵がついていたのは黒

丸で、黒で塗りつぶして示しています。見

ると2018年は非常に多くの流れ藻、それか

らサヨリの卵が見られていましたが、年を

追うごとに流れ藻もサヨリの卵も少なくな

っていきました。 

それをまとめたのが左側のグラフになり

まして、2018年から23年に関して、黒丸が

流れ藻の面積、白丸がサヨリの卵数を示し

ています。縦軸が対数になっているので、

2018年から2019年に関しては流れ藻で言うともう100分の1ぐらいに、非常に小さくなってしまっ

たというのがわかります。 

サヨリの卵も連動して、2018年が最大で、

以降は著しく減少をしました。右側のグラ

フは流れ藻の構成を示しているんですけど

も、2018年、19年ぐらい、20年ぐらいまで

は海藻の割合が多かったんですけれども、

2023年になると海草の割合が多くなったと

いうような、流れ藻構成種の変化が生じて

いました。 

なぜこういうことになっているかというと、最初の発表でもありました通り、磯焼けが内房海

域で進行しまして海藻が減少していた。ちょうどそのタイミングに重なって調査をしていたので

こういったことがわかったのかなと思います。 

サヨリの卵にとって流れ藻の種類にかかわらず、産卵期の産卵海域に多くの流れ藻が分布して

いることが大事です。なので、サヨリの資源を増やすには、やはり藻場の保全に取り組む必要が

あります。 

内房海域では千葉県も磯焼け対策に取り組んでいます。サヨリにとっては海藻じゃなくても、

海草でも産卵基質として有効ですので、たとえば内湾でのアマモ場ですとか、コアマモ場、こう

いった藻場の保全も非常に重要だと考えています。 
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最後、まとめるとこういう形になるんです

が、時間が来てしまいましたので簡単に申し

上げますと、今後も漁業者の収入を増やすた

めの研究をしていきます。そのためには生き

物の生活史を正確に理解するというのが大事

ですので、その上で問題点を探して改善して

いく対策を今後も検討していきたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 
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葛西臨海水族園におけるトビハゼの飼育と繁殖 

葛西臨海水族園 三森 亮介 

 

 

葛西臨海水族園飼育展示係の三森と申します。本日は

「葛西臨海水族園におけるトビハゼの飼育と繁殖」とい

うことでお話をさせていただきたいと思います。まず初

めにお断りというかお話ですが、葛西臨海水族園、今は

トビハゼの飼育と繁殖、わりと順調に行っていまして、

今日お話する内容は少し前のトビハゼの飼育と繁殖にい

ろいろ試行錯誤していた時のお話になります。少し以前

のお話になります。 

まずトビハゼとは？というお話になりますけれども、

ムツゴロウに近いハゼの仲間です。有明海でムツゴロウ

が有名ですけども、ハゼの仲間で、魚

なのにほとんど水に入らないという、

なかなか特徴のある魚です。東京湾か

ら沖縄本島にかけて分布しており、内

湾の泥干潟で生活をしていて、主に日

中の干潮時に活動をしています。 

東京湾のトビハゼ、実際のビデオを

見ていただきますが、トビハゼと言う

ぐらいですからピョンピョン飛ぶんで

す。ジャンプをよくします。干潟の上

でピョンピョンジャンプをしていて、

スローでも撮ってみましたけれども、

意外とよく飛ぶんです。尾っぽのほう

をぐいっと曲げて、そこに力を溜めて、

その勢いでピョンと飛んでいきます。

意外と長距離を飛びます。スローなの

でよく見えますけど、実際は速いのですごいピョンピョン飛んでいるような感じになります。 

３次に東京湾のトビハゼについてのお話になります。トビハゼは先ほどもお話した通り、沖縄

から東京にかけて分布していますけれども、東京湾のトビハゼは分布の北限に当たるわけです。

動物地理学的に重要な個体群になるわけですけれども、東京湾のトビハゼの生息域は、干潟に棲

んでいるので、生息域の干潟、埋め立てられたりしてかなり減少しています。なのでトビハゼ、
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減ってきてしまっているんです。日

本の北限の生息地である、生息地個

体群の減少が見られているというこ

とで、東京都では準絶滅危惧種1A類

になって、レッドリストに指定され

ていまして、環境省でも準絶滅危惧

種ということになっています。 

なので、東京湾の奥部にある葛西

臨海水族園、目の前の干潟にトビハ

ゼが生息していますので、東京湾の

トビハゼの保全に関しまして、葛西

臨海水族園の使命と言えなくもない

んじゃないかと思っています。 

今日は繁殖のお話ということで、

トビハゼの繁殖生態についてもお話

をしたいと思います。まずはトビハ

ゼ、繁殖のためにオスが干潟に巣穴を掘ります。これが巣穴の写真ですけど、これは水槽内の写

真です。真ん中に巣穴があって、そのまわりに泥の丸っこいお団子のようなものが見えています

が、これがトビハゼの巣穴の特徴で、巣穴を掘っているトビハゼのビデオを見ていただきますと、

オスが泥を口に含んで、巣穴の中から泥を運び出して、巣穴のまわりにペッペと吐いていくんで

す。なのでトビハゼの巣穴のまわりには泥のお団子みたいなものが並んでいるのが特徴となりま

す。 

スローで見てみると胸ビレと腹ビレをうまく使って移動しているのがわかります。このビデオ

を撮った時はなぜかトビハゼ、泥を2回ずつピッピと吐いていくのが、何回撮っても2回ずつピッ

ピと吐いていたのがおもしろかったですけれども。 

トビハゼの巣穴の模式図になります。特徴としては先っぽが上を向いたJの字のような形をして

いるんです。実は上を向いた部分にトビハゼ、空気を溜めまして、空気の部屋を作っています。

巣穴の先っぽに空気を溜める様子も見ていただきたいと思いますが、巣穴の中は残念ながら撮れ

なかったんですが、トビハゼが巣穴を掘っていく、だいぶ最終の段階になってくると水面の上で

口をパクッとして口に空気を含むんです。その含んだ空気を一生懸命巣穴の中に運んでいく様子

が見られます。巣穴の末端の上を向いた部分に空気を溜めて、ここに産卵をするわけです。 

巣穴を掘りますと、今度はオスが求愛行動をメスに示します。求愛行動をする時のオスはこの

ように体色がだいぶ薄くなって、ちょっとオレンジがかったような色になります。背中を弓なり

のように曲げたような行動をとったり、体をくねくねさせるような行動も取ります。求愛行動の

ビデオは後ほどお見せしたいと思います。 

求愛行動にメスが応えるとオスメスで巣穴の中に入っていって産卵するわけです。産卵した卵
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は1週間ほどで孵化して、今度はJの

字になっていた先っぽの空気室の中

に、卵が孵化する直前になりますと、

-逆に空気室の空気をハゼが一生懸命

抜いていくんです。空気室の中の空

気を口に含んで、それを巣穴の外に

ペッと吐き出す行動が見られます。

孵化直前の卵が水に浸ると、その刺

激で一斉に卵が孵化するのです。そ

の孵化した子供の映像、これは水槽

内なんですけれども、海水中に小さ

なトビハゼの子供たちが孵化してい

きます。 

水族館のお話に戻りますけれども、

トビハゼの展示水槽になります。正

面から見ると、横2メートル、縦も2

メートルちょっとという形で、上から見るとかまぼこ型のような形をしている水槽になります。

右手に写真がありますが、水槽の中の水はだいぶ低い位置になります。水族館の水槽の中でもだ

いぶ水が少なくなっている水槽になります。上から見るとこんな感じです。水槽の下のほうにし

か水がありません。水槽、もうひとつ、トビハゼを展示するために工夫がありまして、まず泥を

敷いています。トビハゼは泥の上で活動しますので、水槽の中に泥を敷いて干潟を作っています。

潮の満ち引きを作っています。干潮と満潮、トビハゼの展示を開始した時は干潮と満潮の様子を

両方とも来園者に、お客さんに見ていただきたいと思って、1時間ごとに干潮・満潮をつけていま

した。 

トビハゼを展示していくうちに、

2004年にトビハゼが繁殖に成功しま

した。動物園、水族館業界の中では

生まれた子供を6か月育てることが

できると繁殖に成功という決まりが

ありまして、2004年に初めて卵から

かえったトビハゼを6か月育てるこ

とに成功したのです。 

それまでの経緯を説明しますと、1989年、葛西臨海水族園はオープンしています。この時から、

最初からトビハゼの展示は行っていました。1999年に少しトビハゼの水槽を改修しています。そ

れまでは比較的泥が浅かったんですけれども、先ほど図で見ていただいたように、トビハゼの巣

穴、30センチほど掘られますので、なるべく泥の深さを厚くする、約30センチの泥の厚さを保つ
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ために泥の厚さを深くしました。 

そうしますと2000年からトビハゼの繁殖が確認されるようになって、2000年からポツポツと子

供が回収されるようになりました。ただ、まだ数は少なかったですが、トビハゼ、先ほどビデオ

を見られましたけれども、トビハゼの孵化したばかりの子供は全長2.8ミリ、約3ミリほどしかあ

りません。これが2004年に100匹ほど、トビハゼの子供が回収されて、これを6か月育てることが

できたわけです。2004年7月26日に子供を回収することができて、6か月以上飼育することに成功

しました。6か月飼育できたのは8匹ということになります。 

水槽内で子供を回収する時はこのよ

うに満潮になった状態の水槽の中、海

水の中にトビハゼの子供が泳いでいま

すので、目の細かいネットでトビハゼ

の子供を集めて、なるべく傷つかない

ように集めた子供を手に持っているピ

ッチャーで水ごとすくって回収してい

ます。 

その回収した子供を写真にある黒っ

ぽい容器、30リットルの容器ですけれ

ども、こちらの容器に移して育成をし

ました。孵化直後の写真、また出てき

ましたけど、約3ミリほどしかなくて、

体も弱々しいですね。全体にちょっと

透明のヒレのようなものがあって、水

中を浮遊しています。泳ぐ力はそんな

に強くなくて、水中に漂った状態です。この時はシオミズツボワムシという小さなプランクトン

を与えて育てています。餌を与えて30日ほど経つと着底といって、それまで水中を漂っていたト

ビハゼたちが水槽の容器の底にペタッと付くようになるんです。ハゼの仲間はわりと底にペタッ

と定位するものが多いですが、トビハゼも孵化して30日ほどすると、育ってくると容器の底に着

底するようになります。 

このようにちょっと大きくなってくると、アルテミア、ブラインシュリンプと言いますかね、

もうちょっと大きなプランクトンを餌としてあげていました。 

さらに10日ほど経って、40日を過ぎたりするぐらいになると形も姿もトビハゼという形になっ

て上陸、いわゆる水の上に出てくるようになります。ここは他の魚にはないところです。40日ほ

どで上陸を開始するようになりました。上陸したトビハゼにはゴカイなんかを細かく刻んだよう

なものを餌としてあげています。 
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2004年にトビハゼの繁殖に成功し

たんですけれども、その後も子供が

取れない年があったり、取れても少

なかったりということでなかなか安

定しなかったです。2008年にオスの

求愛行動を活発にしようという試み

をしました。2008年までの問題点と

して、子供の回収数が少ない。もう

ひとつ、水槽内の繁殖時期が遅いというのがありました。自然の干潟では6月7月に盛んに繁殖行

動をしているんですけども、水槽内ではその時期にはまだまだ全然求愛行動などが見られない。 

9月になってようやく繁殖が見られるみたいな、遅いという問題もありました。 

そこで改善をしてみようと思った

のですが、そのきっかけとしては、

トビハゼ調査というのを葛西臨海水

族園は行っています。2003年から毎

年実施していますが、葛西臨海水族

園、水色のマークで示していますが、

旧江戸川と荒川に挟まれたところに

あります。目の前に西なぎさと東な

ぎさという人工の渚がありまして、東

なぎさは生物保護のため立ち入り禁止

になっています。ここでトビハゼが繁

殖していますね。東なぎさで調査を始

めました。6月から7月、東京湾のトビ

ハゼの繁殖期に調査を行っています。 

そうすると6月から7月にオスがたく

さん盛んに繁殖行動をしているんです。

これはなぜかということを考えたわけ

です。6月から7月の干潟といいますと、

1年間で日中に最も潮が引くことにな

りまして、太陽に照らされた干潟、温

度が上がっているだろうと予想されま

す。その頃、トビハゼの求愛行動は気

温上昇に影響されると推察されるとい

う研究も見つけましたので、実際に東

なぎさで干潟の気温を測ってみますと、
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日中は30度を大きく超えていることが

わかりました。当然暑いです、干潟。

夏の干潟は暑いです。そこで2008年に

水槽の気温を上昇させてみようという

ことで、2008年6月から水槽に蓋を設

置しました。水槽の上に、見にくいで

すけれど、透明な蓋が乗っています。

蓋をして水槽の中の気温を上げようと

しています。ヒーターも設置しました。

園芸用のヒーターで設定を30度で回し

ています。すると水槽内でまたヒータ

ーを設置したすぐからオスの求愛行動

が見られるようになりました。オスの

求愛行動には気温の上昇が必要だった

ということがわかったわけです。先ほ

どお話ししたように、弓なりになった

り、体をくねくねさせたりという。体

色も明るくなって、一目で求愛行動を

取っているのがわかります。 

水槽内の気温の変化を見ますと、青

色が2007年で、赤色が2008年。保温し

始めた2008年で実際に気温が高くなっ

ています。2007年は一度しか稚魚が取

れなかったんですが、保温した2008年

は17日間稚魚が回収されて、2回はと

ても多い数の稚魚が採取されました。 

ただ問題点が残ったんです。2011年

から産卵がちょっと不調になったんで

す。これは繁殖個体を用いたことによ

る影響なのか、個体の老齢化が問題な

のか、もしくは飼育環境の悪化、使用

している泥の質が悪いのかという予想

を立てました。そこで2013年に飼育個

体を野生個体にしてみることを行いました。繁殖行動は盛んになったのですが、それでも巣穴掘

りを途中で放棄してしまったり、巣穴の数が少なかったり、子供の回収数が少ないと、繁殖の改

善にはなかなか結びつかなかったです。 
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そこで2015年2月に泥を有明海産の

ものに3日間かけて全部泥を交換して

みました。泥を交換すると盛んに巣穴

を掘ってくれて、7月から8月の間に10

日間、孵化、子供が回収されて、多く

の稚魚が、子供が回収されました。子

供を育てて、2015年には100匹以上の

トビハゼの子供を上陸させることがで

きました。 

今はトビハゼの繁殖のさせ方がわか

ってきましたので、比較的順調に繁殖

をしていまして、これは今の様子なん

ですが、トビハゼの水槽のそばで、90

センチの小型水槽で昨年繁殖させたト

ビハゼの子供たちを展示しています。

ぜひ水族園に見に来てください。 

最後に、トビハゼの調査をしている

というお話をしました。東京湾のトビ

ハゼの調査もしているので、その話を

ちょっとしたいと思います。2003年か

ら東なぎさでトビハゼの調査をしてい

ます。個体数の目視カウントをしてい

たんですが、調査日の天気が悪いとト

ビハゼ、数が少なかったりしてカウン

トがうまくできなかったので、今は

巣穴の数を数えて個体数の把握をし

ています。ただ、東京湾は広いので、

全体を調べるために他の機関とも協

力を現在はとっています。2011年か

らトビハゼ保全施設連絡会を発足し

て、東なぎさ以外の東京湾の干潟に

も調査を広げています。 

ちょっと古いですが、東京湾、いろんなところにトビハゼが生息はしています。ただ、やはり

小規模な生息地が多いですね。その調査の様子なんかを冊子にまとめています。「東京湾のトビ

ハゼの今」という冊子を作りました。スマホがあるかたは撮っていただくとPDFがダウンロードで

きるかと思います。冊子は今はもう配っていないので、ぜひ「東京湾のトビハゼの今」と検索し
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て冊子を見てみてください。以上でお話

を終わらせていただきたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２５回東京湾シンポジウム

-78-



質疑応答② 

 

 

大野：大野と申します。トリガイのことな

んですが、トリガイの浮遊幼生の分布から

移動を推定されているわけですけども、な

んとなくこれは移動というよりは、産卵し

た時期が場所によって違うことにもよって

起こりうるのかなと感じまして、それの検

証として、粒子追跡モデル、これで流れ具

合を見ているんですね。ただ、スライドが

かなり小さくて、よくわからなかったので

すが、2週間の移動で、こういった場所で

発生点を設けた時に湾奥まできちんと行く

のかなと。そして発生はたぶん海底面付近

ですよね。産卵は海底面だと思うんですが、それは分離浮性卵として浮いちゃってくるというこ

とですかね？どのような鉛直方向の流れを想定したのかなという点も教えていただければと思い

ました。よろしくお願いします。 

 

宇都：ご質問ありがとうございます。ご指摘の通り、海底付近で産卵をして、その後、表層にま

で輸送されて、2週間で、遊泳しませんので、表層の流れによって北のほうへ輸送されると考えて

います。図が見にくかったと思うんですけれども、鉛直方向の流れも加味して2週間で湾奥のほう

まで輸送されるというのは確認していますし、湾奥のほうではほとんど親が生き残るような場所

がないので、湾奥でその時期に出てくる浮遊幼生は内湾の南部のほうで生まれた個体だろうと思

っています。 

 

風呂田：東邦大学の風呂田と申します。今日は貴重な講演をありがとうございました。トビハゼ

について三森先生にお伺いしたいんですが、いつも思うんですけど、なぜトビハゼは東京都、そ

れから市川の湾奥だけにしかいないのか。非常に適したようなハビタットが小櫃川河口の泥干潟

に広がっているんですけど、いないんですよね。なぜ湾奥だけに集中してトビハゼの生息域が残

っているのか、お考えがあったらぜひお伺いしたいんですが。 

 

三森：ご質問ありがとうございます。先生に質問されて答えられるようなあれではないですけど、

どうなんでしょうね。確かに小櫃川河口なんて絶対、環境的には、見た目はとてもいそうに見え
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ますよね。なんででしょう。すいません、思いつきません。誰かご意見がある人はいませんでし

ょうか？ 

？：環境が整っていると、私、先ほど言いましたけど、えどがわエコセンターで年2回、抽選なん

ですけど、6回ほど行かさせていただきまして、生態を見たいということで葦切りをしているんで

す、実のことを言うと。そうすると、そこによく目を凝らしてみると来ることがあるので、やっ

ぱり生態系が整うとトビハゼも来てくれるのではないかと思うんですが、いかがでしょうか。答

えになっていないと思いますが。 

三森：どうでしょう。成魚はもしかしたらいつけるのかもしれないけど、繁殖には何かが足りな

いとか、そういうことがあるんでしょうか？ちゃんとしたお答えができなくて申し訳ありません。 

尾島：先ほどトビハゼの産卵が減ったというので、泥を変えたとおっしゃっていたんですけど、

その泥自体が、たとえば何が原因で今までの泥がダメだったとかって、調査とかってされたので

しょうか？水族園でトビハゼの産卵が減ったので水槽内の泥を全部取り替えたとおっしゃってい

ましたよね。そしたらまた増えたとあったんですけど、たとえば定数の何か基質的なものとか成

分的なものでトビハゼが繁殖できるとかっていうのも、要するにそういう泥だからトビハゼが出

てくるというような要因があるんじゃないかと思うんですけど、そういうのって調査とかってさ

れたんですか？ 

三森：泥の粒度とか、泥の調査も行っています。手元に今はなくて。自分はその調査に直接関わ

っていなかったのでお答えできないんですけど、東なぎさで泥の調査も行っています。水槽内の

泥を交換したのは、ちょっと泥が砂っぽい、粗っぽいのが気になって、有明海の滑らかな泥に入

れ替えたんです。そしたら巣穴掘りがまた盛んになったという結果になりました。 
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若手ポスター賞表彰式 

 

 

秋山：これから結果発表をいたします。名前を呼ばれ

た若手の発表者のかたは壇上までお越しください。ま

ずは優秀賞の発表です。復建調査設計株式会社東京支

社、西本さん。 

 

岡田：表彰状。優秀賞、復建調査設計株式会社東京支

社、西本壮汰殿。令和7年第25回東京湾シンポジウムポ

スターセッションにおいて、当初の通り優秀な成績を

収められました。よってこれを賞します。令和7年10月

17日、東京湾シンポジウム実行委員会委員長、岡田知

也。おめでとうございます。 

 

秋山：もし復建の関係のかたがいらっしゃったら、記

念写真、今撮るチャンスですが、いかがでしょうか。

おめでとうございます。引き続きまして最優秀賞の発

表です。最優秀賞、身内で大変恐縮でございますが、

国土交通省関東地方整備局東京空港整備事務所、床井

さん、お願いします。 

 

岡田：表彰状。最優秀賞、国土交通省関東地方整備局

東京空港整備事務所、床井里圭殿。以下同文でござい

ます。おめでとうございます。 

 

秋山：写真撮影のかた、いらっしゃいましたら、ぜひ

どうぞ。おめでとうございます。お2人とも素晴らしい発表でした。ありがとうございました。 
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閉会挨拶 

国土技術政策総合研究所 港湾・沿岸海洋研究部長 中本 隆 

ご紹介いただきました国土技術政策総合研究所、中

本です。 

本日は長時間にわたりまして本シンポジウムにご参

加いただきまして、どうもありがとうございました。 

今日は6名の講師から沿岸域における海生生物の繁

殖に関する研究についてのお話をいただきましたし、

21組の皆さんからは短時間での研究、活動の紹介、そ

れからパネルの解説を通じてご参加をいただきました。 

講演前半では、高村様からは相模湾での磯焼けの進

行、それから早熟カジメでの対策について、続いて古

川様からはハゼの生まれた時期、早生まれ遅生まれ、

こういうことを加味した分析、あるいは釣りのデータ

からの解説などをいただきました。松本様からは魚の性転換、あるいは体色変化、移動コースの

記憶といったような非常に興味深いお話をいただきました。 

講演後半では、勝俣様からはザトウクジラの生態について、続いて宇都様からは水産資源とそ

の増加の取組についてお話を伺いましたし、先ほどは三森様からトビハゼの繁殖生態、繁殖への

取組について貴重なお話をいただきました。 

ポスターセッションでは、海生生物や藻場、植生、水環境、あるいは技術開発などについての

発表をいただきました。 

改めまして貴重なお話、情報共有をいただいたことにつきまして感謝を申し上げます。本日の

シンポジウムがご参加の皆さんの情報収集、交換、あるいは交流の場となっていれば幸いでござ

います。 

このような情報、知見の共有と、それから東京湾を考えるネットワークの広がりが、さらに東

京湾の環境再生、生物多様性につながっていくものと考えております。 

講演会はこれで終了といたしますけれども、この後また意見交換会でも、議論、交流を深めて

いただきたいと考えております。 

本日はどうもご参加ありがとうございました。 
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